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� ���� ೧ౕにʰ教育કྲྀਬ਒ϕϫζΥέφࢩԋۂࣆʱとしてࡀ୔͠れたήϫーώϩαϝϣ

ωίーεϥン教育センター（ҐԾ、&(*/2&）のʰ֐国語׈ಊ೟ఈの੏ౕ化とʰஞഀࣞ౹

言語学स߻ のɦਬ਒ʱͅ 、� ೧໪の࠹श೧ౕを͓ܶた。このϕϫζΥέφの໪దͺ � ͍ͯる。

ͽとͯͺ、学ਫ਼のकରదな学;をࣰ現ͤるためのࢩԋとして、֐国語׈ಊ೟ఈのしくΊを֮

ཱིͤることで͍る。۫ ରదにͺ &(*/2& Ռ໪の成੹඲ՃΏ֐国語ݗఈݩࢾのηαΠ、ք֐

語学ݜ修、ք֐΢ンターンερϕ、௪༃ϚϧンτΡΠ、ި ಊࣰ੹を༑れたή׈学なʹのཻ׷

ϫーώϩαϝϣωίーεϥン׈ಊとして೟めたৄ໎ॽで͍るh ༑れた֐国語׈ಊ ೟ɦఈৄを

൅ͤߨる学಼੏ౕを導೘・ࣰ 、఼としてڎ育成ࡒることで͍る。΀たͯ໪ͺ、੊ֆదなਕͤࢬ

࣯の߶い言語教育をࣰͤࢬるର੏をཱི֮ͤるために、h ஞഀࣞ౹߻言語学सʱの಼ࣰ化の۫

ରద๏๑をໝࡩし、学ਫ਼の૱߻దな言語αϝϣωίーεϥン೵ྙを߶める教授๑ڂݜ・学स

๑ڂݜをਬ਒ͤることで͍る。�

� � ͽとͯ໪の໪దͺ、ໃࣆにୣ成͠れた。本೧ౕにh ༑れた֐国語׈ಊ ೟ɦఈ੏ౕをߑ஛し、

ͨのӣ༽を֋࢟した。ͨの಼༲Ώघକ͘なʹの৆ࡋͺ、本ॽのʴ׈ಊๅࠄʵのʰ��� ༑れた

ಊʱ೟ఈ੏ౕの導೘にͯいてʱを参ল͠れたい。学ਫ਼たͬにͺ、ࣙਐの言語学सಊ׈国語֐

ಊのҲ؂として、また׈考なʹを਄めるࢧ・Ώஎࣟڂݜとして、઒門෾野のؽܘを߶めるؽ

म৮׈ಊなʹのΫϡϨΠࢩԋにༀཱིてる෤حとして、この੏ౕを୉いにཤ༽して΍らいた

いとと考͓ている。�

� ΀たͯ໪ͺ、າͫໝࡩ஦で͍Ε、ಕൔͻとい͑য়ڱで͍る。し͖し、h ஞഀࣞ౹߻言語学

स のɦ಼ࣰ化に͜޴た &(*/2& 担当教ҽの໲ୌқࣟͺ、この̑೧ؔで୉͘くรΚͮた״が

͍る。&(*/2& ͺ、ͨの言語教育の࠹୉のಝ௅、ͤなΚͬ、֐国語教育（ӵ語、ॵ修֐国

語）、日本ਕ学ਫ਼の国語教育、ཻ学ਫ਼の日本語教育のंࢀを઀Ε཯してଌ͓るのでͺなく、

ͨれらの૮ޕの࿊ܠをқࣟした言語教育を௪して、学ਫ਼の学ढ़ద・ऀճదな言語ӣ༽೵ྙを

৵長ͦ͠ることをͤ޴ࢦるφϧ΢ϨンΪϩ教育を重ࢻしている。ӵ語教育の஦で、日本語Ώ

ॵ修֐国語とのർֳ・ଲলとい͑ࢻ఼を੟Εࠒ΋ことをওྯし、国語教育と�、֐国語とし

�
�� ॊཔの国語教育でͺ日本ਕ学ਫ਼をଲেとしていたが、本学に͕͜る正و՟ఖに͕͜るཻ学ਫ਼ർིがঙし
ͥͯ߶まΕ͍ͯͯる஦で、またඉ৙に߶ౕな日本語ӣ༽೵ྙをཻͯ࣍学ਫ਼が೘学してくるྭがݡられる஦
で、&(*/2&国語部門ͺ、ཻ学ਫ਼をଲেとͤる日本語教育をѽ͑日本語教育部門との࿊ܠ・協ྙをࢻ野に
೘れて、ཻ学ਫ਼を΍ଲেとした国語教育の͍Ε๏をໝࡩし࢟めている。�
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ての日本語教育�に͕いて、ӵ語Ώॵ修֐国語�とをർֳ・ଲলͤるࢻ఼を重ࢻしている。ಝ

に、ॵ修֐国語教育で、ӵ語Ώ日本語のන現ࣞܙとのർֳ・ଲলをखΕ೘れることがͤでに

৙ସ化していることを指ఢして͕͖ねͻならない。このΓ͑な言語の � ఼؏଎と΍い͑΄

͘෵਼言語のࢻ఼の重གྷ੓を学ਫ਼たͬにқࣟͦ͠、学ਫ਼ࣙਐの言語学सのգఖで、� ͯҐ৏

の言語のಝ੓をଲർͤる、͍ るいͺ౹ͤ߻るࢧ考作ۂをଇͤことで、֦ 言語のԠにӇ͠れた

ͨ。Ͱ͘がਫ਼まれるので͍るـ௪఼౵΃のڠସのಝ੓に͕͜る૮ҩ఼ΏܙΏช化ࣞܙ考ࢧ

のـͰ͘の਄化が言語現েのΊならͥ、ࣙਐをखΕתくଡ༹な現েΏࣆেを෵ءదに೟எ

ͤるྙを͠らに育΋΍のとࢧΚれる。ͨ のφϧ΢ϨンΪϩ学सを௪ͣた೟எྙのஃ࿋ͺ、学

ਫ਼ࣙਐのϟタ೟எྙを޴৏ͦ͠、学ढ़దなࢧ考のજ࿇化に΍ر༫し得るとජंͺ考͓てい

る。ͨ のқັで、教ҽにΓる෵਼言語のࢻ఼をखΕ೘れた教授๑が、学ਫ਼の言語学सにଲͤ

る෼のݡ๏、ͣ״๏、考͓๏に重૜ਫ਼とौೊ੓を༫͓るとい͑学सްՎをਫ਼Ίड़ͤ΍のとࢧ

Κれる。�

�
㸰� Ꮫ⏕ࡢⱥㄒຊᙉ໬᪋⟇࡜⌧≧ศᯒ�

� ྫ࿪ � ೧ౕ΍、本ϕϫζΥέφの׈ಊのҲ؂として、� ೧次と � ೧次に͕͜る֐国語೵ྙ

をଇ਒した。୊ݩのण（5	/�3,�&,)72）ݩࢾఈݗ ժのܯغ஦غ� .3,� で͍る ��ˍҐ৏の

णིݩͺྫ࿪ � ೧ౕにͤでにୣ成している。ๅࣁࠄྋ � にࣖ͠れているΓ͑に、ྫ࿪̐೧

ౕ � ೧次で �����、� ೧次で �����のणིݩで͍ͮた。ྫ࿪ � ೧ౕの֐国語೵ྙݗఈݩࢾ

（72(,&�,3�/	5）のणིݩͺ � ೧次で �����（ๅࣁࠄྋ � を参ল）、� ೧次で ����ˍ（ๅ

ྋࣁࠄ �）で͍ͮた。ಝに � ೧次で ���を௔͓たणིݩͺڽҡదͫと言ͮてΓい。教育担

当副学長、ͤ΄ての学܊・学ྪ長、ؖܐのࢩԋ࣪、教育ਬ਒࣪、&(*/2& の教৮ҽがҲ؛

となͮてण޴ིݩ৏にਇݍにखΕૌΞͫ݃Վで͍ると考͓ている。当֚ۂແにܠΚͮたͤ

΄てのև͠まにଲしてயৼΓΕ״・ླޜःਅし৏͝たい。�

� � またࠕ೧ౕͺ、72(,&�,3 τηφの৿たなࢾΊとしてͺ、� 学ྪݸఈで͍るが（ҫ学ྪ、

ਫ਼෼学ྪ、ਫ਼෼ݱࣁ学ྪ、国߻૱ࡏ学ྪ）、� ೧次ਫ਼にଲして、ϨηωンήとϨーυΡンή

に加͓て、ηϒーΫンήとϧ΢τΡンήのसज़ౕを଎ఈͤる � ٗ೵ݩࢾをಝพにͮߨた。

ҫ学ྪਫ਼ͺ � ೧次ਫ਼સҽ（��� ໌）がणݩし、ਫ਼෼学ྪ（�� ໌）、ਫ਼෼ݱࣁ学ྪ（�� ໌）、

�
�� 日本語教育部門でͺ、৿しい࣎େにଲԢしたΨンϧ΢ン教ࡒの֋൅にྙを೘れている。ͨ の஦で、教ࡒの
ଡ言語化をਦΕ、ଡ༹な学संのωーθにԢ͓るとと΍に、෵਼言語学सのՆ೵੓を΍ࢻ野に೘れた教ࡒ
ͰくΕを໪指している。�
�� ॵ修֐国語でͺ、ք֐ϫεΠ語ݜ修を஦ԟΠζΠのΩδϓηタンڠ࿪国ΏΫϩάηڠ࿪国でࣰࢬしてい
る。前ंの国ͺチϣϩέܧ言語のΩδϓ語が国Պ語、һԦ語ଔηϧϲ語ഁのϫεΠ語がޮ༽語、ंޛの国
ͺチϣϩέܧ言語のΫϩάη語が国Պ語、һԦ語ଔηϧϲ語ഁのϫεΠ語がޮ༽語で͍るώ΢ϨンΪϩ国
Պで͍る。これらの国でͺ、ӵ語のஎࣟͫ͜でͺ日৙ਫ਼׈に΍ࠖるऀճয়ڱがଚͤࡑるので、ϫεΠ語と
現ஏ語（ײخ຿ଔ語）のҲఈのஎࣟがචགྷ෈Նܿで͍る。ͨこで、ϫεΠ語、現ஏ語、ӵ語、日本語の̒言
語のଲলがՆ೵なેخ語ኰॄの作成にखΕૌΞでいる。�
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国߻૱ࡏ学ྪ（�� ໌）ͺس๮ंのΊがणݩした。ܯ ��� ໌がणݩしたが、ۅめてັڷ਄い

υータ݃Վを得ることがで͘た。ๅࣁࠄྋ � のϕϫρφυータがࣖしているΓ͑に、

72(,&�,3 τηφのक࠽஄ରで͍る国ࡏϑζϋηαϝϣωίーεϥン協ճがಢࣙにϨηω

ンήとϨーυΡンήのηαΠをॄ੷したυータࣁྋにخͰいてࢋड़͠れた、ηϒーΫンή

とϧ΢τΡンήの༩଎͠れる֭得ηαΠのϧ΢ンにଲして、ηϒーΫンήのηαΠがݨஸ

にఁいことが൓໎した。ͨ れにଲして、ϧ΢τΡンήのηαΠが、༩଎͠れるηαΠのϧ΢

ンΓΕ΍໎പに߶いܑ޴をࣖͤことが෾͖ͮた。このࣰࣆͺ、අंݩの学ਫ਼たͬがࢧ考した

಼༲をॽ͘言ཁとしてන現ͤる、ชহ化ͤる೵ྙがඉ৙に༑れて͕Ε、ઞࡑదに߶い൅৶ྙ

をඍ͓ているՆ೵੓が߶いことをࣖしている。Ҳ๏、ηϒーΫンήྙがۅ୼にఁいといܑ͑

語೵ྙをॉ෾に֭得していないことをҋࣖしている�。ポ΢ンφͺ、ηϒ޳దなڷͺ、ଊ޴

ーΫンήྙを޴৏ͦ͠ることで、૮ଲదに߶いϪϗϩで̒ٗ೵のώϧンηに༑れたྙを൅

ࣁ৏に޴で͘るՆ೵੓が͍るとい͑ことで͍る。ͽとͯのՀઈとして、ηϒーΫンήྙのض

ͤる言語φϪーωンήを՟ͤࡨࢬをકྲྀదにਬ਒ͤることで、ӵ語をͮ࢘た઒門దな教育・

学修׈ಊに͕いてϘΠϭーέを͑ߨ、ήϩーϕϭーέを͑ߨ、教಼࣪で議࿨ͤる、国ࡏճ議

でϕϪκンをͤる、議࿨をͤる、国ࡏϑζϋηのճ議Ώ଩ͬ߻Κͦの現৖なʹで౾議ͤる、

қݡをफ़΄る、ϔϪ΢ンηφーϝンήͤる、εϑΠなިমͤる、なʹの׈ಊのౖୈをなͤ૔

๏޴のαϝϣωίーεϥン೵ྙを߶めることがで͘るのでͺない͖と考͓られる。ޛࠕ、Ϩ

ηωンήとϨーυΡンήの̐ٗ೵のηαΠのܨ೧దなυータの੷Ί৏ͫ͜͝でなく、ηϒ

ーΫンήとϧ΢τΡンήを加͓た � ٗ೵のηαΠのட੷が෈ՆܿͫとࢧΚれる。ηϒーΫ

ンήྙにͤࣁる学修׈ಊを׈੓化ͤることで、ଠの � ٗ೵΃の૮৒ްՎ΍ਫ਼まれるՆ೵੓

΍͍る。�

� ྫ࿪ � ೧ౕのυータになるが、本学の � ೧次ਫ਼を஦ৼとした 72(,&�,3 τηφのϨηω

ンήとϨーυΡンήのฑ֭ۋ得ηαΠͺ（ๅࣁࠄྋ �を参ল）、国ཱི୉学のͨれとർ΄ると

（ๅࣁࠄྋ � を参ল）、Ϩηωンή΍ϨーυΡンή΍୉͘く৏յͮている。Ϩηωンήの国

ཱི୉学のฑۋηαΠが ����� ఼で͍るのଲして、ஞഀ୉学のฑۋηαΠͺ ����� ఼で͍Ε、

�� ఼৏յͮている。ϨーυΡンήの国ཱི୉学のฑۋηαΠが ����� ఼で͍るのにଲして、

�����఼で��఼৏յͮている。૱得఼΍国ཱི୉学のฑۋηαΠが�����఼で͍るのଲして、

����� ఼で ���� ఼৏յͮている。国ཱི୉学の઒ߊพのฑۋηαΠ（ๅࣁࠄྋ � を参ল）と

ർֳして΍、語学・ช学ܧのฑۋηαΠ（ӵ語ܧが ��� ఼、ӵ語઒ߊҐ֐が ��� ఼）と国

���）ܧ学ܐؖࡏ ఼）ΓΕͺԾյる΍のの、またҫ・༂学ܧのฑۋηαΠ（��� ఼）がΆ·

ಋͣఖౕで͍る΍のの、ͨれҐ֐の෾野でͺ（৚ๅՌ学ܧʷ��� ఼、ঐ学・ܨ・ࡃܨӨܧʷ

��� ఼、๑学ܧʷ��� ఼、ऀճ学ܧʷ��� ఼、ཀྵ・޽・೸学ܧʷ��� ఼、教育教཈ܧʷ���

�
�� ͕ͨらく本学の学ਫ਼のΊならͥ、સ国の਼ଡくの୉学の学ਫ਼に΍当てͺまΕ、ಋ༹のܑ޴をࣖͤことが
༩૟͠れる。�
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఼）本学のฑۋηαΠの๏が߶い。ஞഀ୉ਫ਼のϨηωンήとϨーυΡンήのӵ語ྙͺ、国ཱི

୉学の஦でͺ૮ଲదに୉͘く৏յͮていると݃࿨Ͱ͜られる。�

� � ๅࣁࠄྋ � にࣖ͠れているΓ͑に、ྫ࿪ � ೧ౕのυータの、本学の � ೧次ਫ਼を஦ৼとし

た 72(,&�,3 τηφのϨηωンήとϨーυΡンήのφータϩηαΠ෾ාをݡると、ඉ৙に

���。てくる͓ݡ਄い఼がັڷ ఼Ґ৏のηαΠを֭得しているׄ߻が ���で͍Ε、���が

໪前で͍る。��� ఼のηαΠが日本の຿ؔۂةに͕͜るք֐ளࡑҽに求められる得఼خ६で

͍ること考͓ると、સରの � ෾の̏ͺۅめて߶いӵ語のϨηωンήྙとϨーυΡンήྙを

とい͑こࡔねඍ͓ていると言͓る。これに૮ԢのηϒーΫンήྙが加Κれͻ、ଊકྙのਕ݋

とになる。��� ఼Ґ৏のηαΠを֭得しているׄ߻でݡると、���となΕ、� ׄを௔͓る。

��� ఼͖ら ��� ఼までの૜の学ਫ਼をஃ͓৏͝ることがで͘れͻ、��� ఼Ґ৏のηαΠ֭得

ंのർིを � ׄҐ৏にͤることͺ݀して౺ୣで͘ない໪ඬでͺなく、現ࣰັの͍る໪ඬで

͍る。͠らに ��� ఼Ґ৏のηαΠを֭得している૜のർིͺ ���にୣͤる。ͯまΕ、���

఼͖ら ��� ఼までの૜にଲͤるӵ語ྙ強化ࡨࢬをࣰް੓の͍るܙで۫ରదに଩ͬड़ͤこと

がで͘れͻ、຿ؔۂةのք֐ளࡑҽϪϗϩのӵ語ྙをͯ࣍、現ༀஞഀ୉ਫ਼が � ׄを௔͓る

とい͑য়ڱをਫ਼Ίड़ͤこと΍Ն೵で͍る。ͨのқັで、� ٗ೵を૱߻దに強化ͤるՌ໪、͠

らに、֦ٗ೵の強化にಝ化したՌ໪、ͯまΕ、ηϒーΫンήྙ、ϧ΢τΡンήྙ、Ϩηωン

ήྙ、ϨーυΡンήྙの強化にͨれͩれ஭ྙしたՌ໪をમ୔ࣙ༟Ռ໪として֋ߪしていく

こと΍චགྷでͺない͖と考͓られる。� ٗ೵を૱߻దに強化ͤるՌ໪としてͺ、֐部઒門ߪ

h、ࡑで、現ܙ͑ޑをࢥ 72()/�3UDFWLFH�,ʱh 72()/�3UDFWLFH�,,ʱh 72()/�3UDFWLFH�,,,ʱを

֋ߪしている。こ͑したՌ໪のས修学ਫ਼をଁΏしていくことがまͥͺ୉઀で͍る。֦ ٗ೵の

強化にಝ化したՌ໪でͺ、ӵ語セέεϥンのϜンϏϭーを考ྂしながら、મ୔ࣙ༟Ռ໪のώ

ϨΦーεϥンを֮保していく౔ྙが෈Նܿで͍る。�

� 参考ࣁྋ � ͺ、教学Ϝϋーζϟンφ࣪ ,5 が、学܊学ਫ਼の � ೧次の 72()/�,73 のηαΠ

と � ೧次の 72(,& のηαΠをܨ೧෾ੵし、୉学೘学ޛのӵ語ྙのร化にͯいて考ࡱした΍

ので͍る。Ϫϗϩ৏তंが ��� ਕ（���）、ϪϗϩఁԾंが ��� ਕ（���）いることが໎ら

͖になͮた。また &()5 の $�と %� のϪϗϩに૮ଲదにଡくの学ਫ਼がҒ஖していること΍

൓໎した。参考ࣁྋ � ΍教学Ϝϋーζϟンφ࣪にΓる෾ੵ݃Վで͍るが、本学の֐国語に

Γる授ۂのས修ർིを஋ঃพに � ೧次͖ら � ೧次までのܨ೧ร化を໎ら͖にした΍ので͍

る。いͥれのυータ΍ޛࠕのӵ語ྙ強化のための教育ࡨࢬなʹにༀཱིͯとࢧΚれるυータ

෾ੵ݃Վで͍る。このΓ͑に &(*/2& がυータを఑ڛし、教学Ϝϋーζϟンφ࣪ ,5 が෾

ੵͤる。ͨして、෾ੵ݃Վにͯいて、૔๏のؖܐ教৮ҽで議࿨し、қݡをިΚͤգఖで͠ら

に෾ੵを਄めたΕ、次の௒ࠬにؖΚるΠ΢υΠΏ஥ء఼を൅۹ͤるखΕૌΊを਒めている。

このΓ͑なυータ重ࢻ、Φϑυンη重ࢻのӵ語൅৶ྙ強化׈ಊに΍஭ྙしてい͘たいと考

͓ている。�

� 本೧ౕ、学ਫ਼たͬの、学ढ़໪దのτΫηφをཱིࣙదにॽくྙを৵ͻͤことをࢩԋͤる
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$FDGHPLF�:ULWLQJ�6XSSRUW�'HVN（ҐԾ、$:6'）をઅ஖し、ηターφͦ͠た。現ࡑ、学܊

学ਫ਼をଲেに、ωーθの೼Ѵに౔めながら、ߨࢾదにໃཀྵのない൥ҕで׈ಊを਒めている。

学܊ਫ਼のΊならͥ、୉学Ӆਫ਼をଲেとした׈ಊに߁がる༩૟΍ཱིてられている。ྫ࿪ � ೧

ౕ͖ら本֪దなۂແӣӨにҢͤߨる༩ఈで͍る。৆しくͺ、ɹ׈ಊๅࠄ のɻh ��� ӵ）ࠄಊๅ׈

語）� ΠΩυϝρέϧ΢τΡンήγポーφυηέ（$:6'）のઅ஖६ඍʱを参ল͠れたい。

গཔదに、$:6' が学ਫ਼のϧ΢τΡンήྙ޴৏のために୉͘なྙを൅ͤضることがغଶ͠

れる。�

� また、学΁ଈの学ਫ਼΃のࢩԋͫ͜でͺなく、ӵ語で授ۂを͑ߨ教育にଲͤるࢩԋ΍෈Նܿ

で͍る。現ࡑ、磐崎弘貞֐国語教育部門長と֐部ࢥߪ（ࣞהճऀΠϩέ઒଒ࢥߪ）が教ҽの

ためのસ学 修ճhݜ'( ӵ語でްՎదに授ۂを͑ߨために をɦ೧に � յࣰࢬしている。この

の教授๑（઒門ۂ修を௪ͣて、&/,/（&RQWHQW�DQG�/DQJXDJH�,QWHJUDWHG�/HDUQLQJ）授ݜ'(

教育とӵ語教育をૌΊ߻Κͦた教授ٗ๑）を༽いた、ӵ語にΓる࣯の߶い઒門教育の෕ٶ・

֨୉を໪指している。͠らに、ࠕ೧ౕ͖ら઒門教育をӵ語で͑ߨ (0,（(QJOLVK�0HGLXP�

,QVWUXFWLRQ）のߪԍճをࣰࢬし、(0, ,を໪指して、(0ࢬ修のࣰݜ のंڂݜ &(*/2& の

国ਕ教ҽ（ӵ語）で͍る֐ ,60$,/29�0XURG 助教が६ඍをして͕Ε、ྫ࿪ � ೧ౕに֋ͤ࢟

るࠒݡΊで͍る。�

� またྫ࿪̓೧ౕに、έϧΤχ؇ཀྵܗの、৿しい࣎େにଲԢした H�OHDUQLQJ 教ࡒの導೘に޴

͜た६ඍと議࿨を、֐国語教育部門のӵ語セέεϥンを஦ৼに਒めている。この教ࡒͺ、こ

れまでの H�OHDUQLQJ 教ࡒとಋ༹に、学ਫ਼のΊならͥ、教৮ҽのཤ༽΍ࣻఖに೘れている。ͨ

のқັで、સ学のӵ語ଲԢྙ޴৏に΍ͤࣁることがで͘るとغଶ͠れている。�

� Ґ৏のΓ͑に、&(*/2&� ͺ、֐国語教育部門を஦ৼとして、学ਫ਼たͬの૱߻దなӵ語ӣ

༽೵ྙの޴৏、ӵ語൅৶ྙ強化のための༹ʓなࡨࢬを、૓қ޽෋を重ねながら、ξ΢ψϝρ

έにఴ֋している。�

�
㸱� ➨㸲ᮇ୰ᮇ┠ᶆ࣭୰ᮇィ⏬ࢺࣥ࢖࣏ࡢ�

� ྫ࿪ � ೧ � ݆ � 日͖らྫ࿪ ��೧ �݆ �� 日までの � ೧ؔ、୊ � ժがܯغ໪ඬ・஦غ஦غ

ηターφͤる。h ๑ਕのخ本దな໪ඬ のɦ๱ಆで、h ஞഀ୉学ͺըが国に͕͜る୉学改革の઎

導ंで͍ることを強くқࣟし、ݒ学のཀྵ೨にخͰ͘、͍ らΑるϚーξーをӿ͓、ڂݜ教育の

ଡ༹な෾野で੊ֆをݙӀし、ք֐の༙ྙ୉学にർͤݠるڟ૬ྙをࣰ現ͤるʱとઑ言してい

る。͠らに、۫ରదな໪ඬのͽとͯとして、h ᾂ੊ֆ͖らଡ༹͖ͯ༑ऴな学ਫ਼をण͜೘れる

とと΍に、෱߁い࠹઎୼のڂݜ成Վにཬ଩ͬ͠れ、学ਫ਼のݺ੓と೵ྙを֋՘ͦ͠る教育घ๑

をཱི֮し、कର੓・ऀճ੓をخ൭としてາཔを૓Εड़ͤྙをਫ਼֖にΚたͮて཈い、੊ֆで׈

༄で͘るਕࡒを育成ͤるʱと߶ら͖にᨵͮている。�

� &(*/2& の׈ಊにؖ࿊ͤるとこΘでͺ、஦غ໪ඬのʰ,� 教育ڂݜの࣯の޴৏にؖͤるࣆ

�ʱのʰ̐ߴ 教育ʱのʰ̓� 学ਫ਼のքݥഁ֐の֨୉Ώ、༑ऴなཻ学ਫ਼の֭得とଖۂ・修྅ޛ
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のϋρφϭーέ化、ք֐の୉学と࿊ܠした国ࡏదな教育ϕϫήϧϞの఑ڛ౵にΓΕ、ҡなる

Ճ஍؏にৰれ、੊ֆで׈༄で͘るਕࡒを཈成ͤる にɦଲԢͤる஦ܯغժͺ、h ��� 日本ਕ学ਫ਼

のӵ語αϝϣωίーεϥンྙ、֐国ਕ学ਫ਼の日本語にΓるαϝϣωίーεϥンྙを޴৏͠

ͦ、学ढ़దな઒門ྙと൜༽ྙをஃ͓、ಝ৯をਫ਼͖したଡ༹な୻غ・長غの教育ϕϫήϧϞに

Γͮて国಼֐のΠΩυϝΠ、ۂࢊֆ౵、ଡ༹なऀճで׈༄で͘るਕࡒを཈成ͤるɹ 指ఈ国ߑ

૟ʵɦ で͍る。ͨこでͺ、͠らに඲Ճ指ඬとして、ҐԾの � ͯがى載͠れている。�

�

��� ᮏᏛࡣࡓࡲᾏእ኱Ꮫࡢ༢఩ྲྀᚓࢆక࠺ᾏእ␃Ꮫ㸦Ṋ⪅ಟ⾜࣒ࣛࢢࣟࣉ➼㸧࠺⾜ࢆᏛ⏕ࢆ

௧࿴ � ᖺᗘ㸦���� ᖺᗘ㸧ᮎ࡟࡛ࡲ ����� ே㸭ᖺࡿࡍ࡟㸦ࡿࡼ࡟ࣥ࢖ࣛࣥ࢜ᒚಟࡴྵࡶ㸧ࠋ�

�

��� እᅜே␃Ꮫ⏕㸦ṇつᏛ⏕㸧ࡿࡅ࠾࡟᪥ᮏㄒᩍ⫱⛉┠ཷㅮ⪅ࡢ๭ྜࢆ௧࿴ � ᖺᗘ㸦���� ᖺ

ᗘ㸧ᮎ࡟࡛ࡲ ࢆᒚಟࡿࡼ࡟ࣥ࢖ࣛࣥ࢜ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽࢃ㛵࡟↓᭷ࡢ㸦༢఩ಟᚓࡿࡍ࡟���

�ࠋ㸧ࡴྵ

�

� �� の඲Ճࣁྋにͯいてͺ、&(*/2& ֋અのಝઅࣙ༟Ռ໪のք֐語学ݜ修なʹのࣰࢬΏ

ʰ༑れた֐国語׈ಊʱ೟ఈ੏ౕなʹにΓるքཻ֐学のওྯ�を௪ͣて໪ඬୣ成に߫ͤݛるこ

とが求められる。�

� �� の඲Ճࣁྋにͯいてͺ、日本語教育部門が૱ྙを৏͝てୣ成しな͜れͻならない案݇

で͍る。ಝに、ޛࠕ、αϫψՔがफ଍して、正وਫ਼のཻ学ਫ਼਼がյ෰し、͠らにͨのਕ਼が

ଁ加に఺ͣた৖߻にͺ、ཻ 学ਫ਼਼の฾਼がଁ͓କ͜ることが༩૟͠れ、日本語教育Ռ໪णߪ

ं਼΍ͨれに߻ΚͦてଁΏしてい͖な͜れͻならない。ͨ のқັで、ཻ 学ਫ਼਼のܻٺなଁ加

にଲͤるଲԢࡨをࠕの͖͑ͬらॉ෾に६ඍしていくචགྷが͍る。�

� いͥれにして΍、本学のքཻ֐学ͦ͠るഁݥ学ਫ਼਼のଁ加に߫ͤݛる׈ಊΏۂࣆを強化

していくとと΍に、֐国ਕཻ学ਫ਼の日本語教育Ռ໪ण਼ंߪをଁΏͤための੏ౕઅܯΏ֋

અՌ໪の޽෋なʹを͑ߨこと΍୉઀で͍る。�

� に、hޛ࠹ 、言語学सʱのਬ਒ʱϕϫζΥέφͺ߻౹ಊ೟ఈの੏ౕ化とʰஞഀࣞ׈国語֐

本೧ౕでश྅ͤるが、&(*/2& としての言語教育改革ͺ、୉学のགྷ੧、学ਫ਼のགྷ੧、ऀճ

のགྷ੧にԢ͓るܙでޛࠕ΍କいていく。ͨ͑したஐΊない改革をौೊに਒めていくために

΍、સ学ڠ௪Ռ໪教育を担͑֐国語教育部門（ӵ語セέεϥン、ॵ修֐国語セέεϥン）、

日本語教育部門、国語部門のंࢀがޕいの՟ୌを༙ڠ・ཀྵմしながら、Ҳ૜࿊ܠ・協ྙؖܐ

�
�� αϫψՔのफ଍をݡӿして、&(*/2&のϓϧンη語担当教ҽで͍るζϡέタ・ϔϩό助教が஦ৼとなΕ、
̡、ήϫーώϩαϠンθ、6*8、学ਫ਼ިླྀと協ྙして、࣪ࡏ国、ܧ೧ౕ、ਕชऀճࠕ ஞഀ୉ਫ਼のためのϓϧ
ンη語ཻݏ学ύンχϔρέ （r����、ήϫーώϩαϝϣωίーεϥン教育センター）のుࢢ൝をߨקした。
&(*/2&ϙーϞϘーζ（֐国語教育部門�ϓϧンη語）のҐԾの85/͖ら୯で΍ξΤンϫーχがで͘る。�
KWWSV���ZZZ�FHJORF�WVXNXED�DF�MS�GDWD�GRF�����������BGRFB���B��SGI�
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を強化していくことが求められる。参考までに、前 &(*/2& 長の磐崎弘貞教授、日本語教

育部門の小野正樹 &(*/2& 副センター長・部門長、国語部門の石塚修部門長と協議を重

ね、永田恭介学長、清水愉前教育担当副学長、加藤光保現教育担当副学長のご指導とご助言

を得ながら、作成し、修正を重ねた&(*/2& 言語教育改革案（ポンチ絵）を次頁に掲載し

たい。�

�
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�

「優れた外国語活動」認定制度໬の実⌧�

ӕࢃ�ཤ৶�

㸯� 令和 � 年度࡛ࡲの㐍ᤖ≧ἣ㸦᳨ウの᭱⤊ẁ㝵㸧�

� ೧ౕͺɼྫ࿪ࡤ � ೧ౕگ�үકྲྀਬ਒ϕϫζΥέφࢩԋۂࣆʰ׈ޢࠅ֐ಊ೟ఈ͹੏ౕԿͳ

ʰஞഀࣞ౹ָޢݶ߻सʱ͹ਬ਒ʱ͹Ҳ؂ͳ͢ͱɼh ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ͹ٮ؏ద͵඲Ճ

͹͓ߡ๏�ͳݺʓ͹׈ಊ͹఼਼Կɼ͠ΔͶ૱߻ద఼ͶΓΖ۫ରద͵خ६Ͷͯ͏ͱ͹Π΢υΠ

ΝΉͳΌͪɽ�

Ή఼਼ͥԿͶͯ͏ͱͺɼҐԾ͹఼̒Ͳ͍Ζɽ�

�

� ᶅ&(*/2& ֋અ͹Ԣ༽దՌ໪ʤಝͶ72()/ Η͠ߪ͹६ඍ͹ͪΌͶ֋ݩࢾఈݗ෨֐ʹ͵

ͱ͏ΖՌ໪ɼॵरޢࠅ֐;ٶޢࠅ֐ͳ͢ͱ͹ೖຌޢ͹Ԣ༽Ռ໪ʥ͹੔੹͹׈༽ʁ�

$�‐� ఼�

ᶆ&()5 Ͷ६͢ڎͱ֋൅͠Ηͪݗఈݩࢾ͹੔੹ʤ72()/�L%7ɼ72()/�,73ɼ72(,&�/	5ɼ

72(,&�/	5�,3 ͳ &()5 ͳ͹ଲԢؖܐනʥ͹׈༽ʁ�

� %� Ϫϗϩ૮౲͹ηαΠ‐� ఼�

� %� Ϫϗϩ૮౲͹ηαΠ‐� ఼�

ᶇָཻʀքݜ֐र�

� � ϴ݆ʛ� ೧͹ؔغ‐� ఼�

� ֕͸ � ϴ݆າຮ͹ؔغ‐� ఼�

ᶈͨ͹ଠ͹׈ಊ͹ࢂՅʀणৈʁ�

ք֐΢ϱνʖϱερϕࢂՅ‐� ఼�

௪༃ϚϧϱτΡΠࢂՅ‐� ఼�

�‐อ࿨୉ճͲ͹णৈޢʀೖຌޢࠅ֐ ఼�

�‐Յࢂอ࿨୉ճ͹ޢʀೖຌޢࠅ֐ ఼�

�

͠ΔͶɼ૱߻఼Ν૮ଲԿ͢ɼ૱߻఼Ͳ఼̓Ν༑ऴৈ೟ఈɼ఼̑Ν౔ྙৈ೟ఈͳ͢ɼ� ఼Ґ

৏Ͷͯ͏ͱͺɼ࠹༑ऴৈ೟ఈͳ͏͑ۢ෾Νઅ͜ΖՆ೵੓Νࣖͪ͢ࠨɽ�

�
㸰� 「優れた外国語活動」認定制度のᑟධの実⌧�

͹಼༲ΝಁΉ͓ͱɼhى೧ౕͺɼ৏ࠕ ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ੏ౕ͹಍೘͹໪దɼଲেݶ
�

�� ६Ͳ൓ఈͲ͘Ζhخ͵೵ྙΝ౹Ҳదޢݶ ϦʖϫρϏڠޢݶ௪ࢂল࿰ʤ&()5ʥɦ Νٮ؏ద͵඲Ճخ६ͳ͢ɼ
ָस೧਼͹ௗ͏ӵޢͲɼ%� ϪϗϩΝ �఼ɼ%� ϪϗϩΝ �఼ɼָ स೧਼͹୻͏ॵरޢࠅ֐Ͳ $� ϪϗϩΝ �
఼ɼ$� ϪϗϩΝ �఼ͳͤΖഓ఼ҌΝߡҌͪ͢ɽ�
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६ͳ఼਼ɼ೟ఈ͹ΩτβϨʖɼ೟ఈ͹घକ͘͵ʹ͹۫ରద͵಼༲Ͷͯ͏ͱɼخɼ೟ఈޢ
&(*/2& Ν॑͸ͪɽͨ͹݃Վɼྫ࿪౾ݗ٠ʀ৻ӣӨҗҽճͲ;ٶժ௒੖෨໵ճ٠ة � ೧ �
݆ � ೖͶɼࡤ೧ౕ͓ߡͱ͏ͪ׈ޢࠅ֐ಊ͹ݺʓ͹಼༲ͳ඲Ճخ६͵ʹɼࣰࢬͶචགྷ͵ߴ໪
ͤ΄ͱΝ൅ఴదͶજ࿇͢ɼ੠៝Կͪ͢ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ੏ౕ͗ট೟͠ΗɼໃࣆͶη
νʖφͪ͢ɽ�
ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ͹ԾҒ෾ྪͲ͍ΖʰݗఈݩࢾʱͶͯ͏ͱͺɼ&()5 ͹ &$1�'2 Ϩ

ηφ͹֦ۢ෾͹ηαΠͶҲఈ͹෱͗ଚͤࡑΖͳ͓ߡɼ࠹߶Ͳ�఼ΉͲ෉༫Ͳ͘Ζ͞ͳͶ͢ɼ
�ʛ� ఼ɼ�ʛ� ఼ɼ�ʛ� ఼͹Γ͑Ͷ඲Ճ͹ौೊ੓Ν୴ฯͪ͢ɽh քָཻ֐ʀքݜ֐रʱͶͯ
͏ͱͺɼण೘Η઎୉ָʀؖؽͲ͹སरՌ໪͹੔੹ৄ໎ॽΏݜर಼༲͹֕གྷॽɼࢂՅΝৄ໎ͤ
Ζॽྪ͹఑ड़Νٝແ෉͜Ζ͞ͳͶͪ͢ɽh ք֐΢ϱνʖϱεϱϕʱͳʰ௪༃ϚϧϱτΡΠʱ
Ͷͯ͏ͱͺɼ̏ϴ݆າຮ͖Ґ৏ͲતӀ͘Ν͢ɼ઴ंͶ � ఼ɼंޛͶ � ఼Νഓ఼ͤΖ͞ͳͶ
ͪ͢ɽ͠ΔͶ۫ରద͵׈ಊ಼༲౵Νৄ໎ͤΖॽྪ͹఑ड़Νٝແ෉ͪ͜ɽh อޢʀೖຌޢࠅ֐
࿨୉ճʱͶؖ͢ͱͺɼणৈΝ༑ঋʀ६༑ঋͳ೘ৈͶࡋ෾Կ͢ɼͨΗͩΗ � ఼ͳ � ఼Νഓ෾
͢ɼࢂՅ͹Ί͹ � ఼ͳͲഓ఼ͶࠫΝͯͪ͜ɽΉͪ � ϴ݆Ґ৏Ͷٶ΁ʰޢࠅ֐ͶΓΖοϣʖ
νʖʱ͹׈ಊΝ৿ͪͶ௧Յͪ͢ɽҐ৏͹׈ಊ͹෾ྪͲʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ͹಼༲ΝΆ·Ω
ώʖͲ͘Ζͳ༩଎͢ͱ͏Ζɽͨ ΗͲ΍༩ͦغͷ಼༲͹׈ಊ͗఑ࣖ͠ΗΖՆ೵੓͍͗Ζɽͨ ͹
఼΍ྂ͢ߡͱɼh ͨ͹ଠ͹׈ಊʱͳ͏͑ߴ໪Νઅͪ͜ɽ͞͞Ͳͺɼ׈ಊ͹ଡ༹੓ͳ඲Ճ͹ौ
ೊ੓ΝҲఈ͹ఖౕ୴ฯͲ͘ΖΓ͑͵޽෋Ν͢ࢬɼ׈ಊ಼༲͹࣯ʀྖ͵ʹ૱߻ద͵؏఼͖Δ̏
఼͖Δ఼̑ΉͲ͹෱Νͦͪ࣍ͱഓ఼ͪ͢ɽ�
ʰ೟ఈ͹ΩτβϨʖ ͳɦ͏͑ߴ໪ͲͺɼಝͶָਫ਼͹म৮׈ಊͲ͹׈༽Ώָਫ਼͹ָޢݶस͹

Ϡοϗʖεϥϱ͹޴৏Νқࣟ͢ͱɼh ༑ऴৈ೟ఈ࠹ ʤɦ� ఼Ґ৏ʥɼh ༑ऴৈ೟ఈ ʤɦ�ʛ� ఼ʥɼ
ʰওྯৈ೟ఈ ʤɦ�ʛ� ఼ʥͳ � ͯͶ෾ͪ͜ɽ�
ʰ೟ఈ͹घକ͘ʱͶͯ͏ͱͺɼ೧ౕ຦Ͷغ࣎Ͷ೘ͮͱ͏ͪͪΌɼࠕ೧ౕͶͯ͏ͱͺɼ৙અ

ద͵җҽճ׈ಊͳ͢ͱ͹ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ৻ࠬҗҽճ͹અ஖ͺɼૻݡΖ͞ͳͶͪ͢ɽͨ
͹େΚΕͶɼࠕ೧ౕͺ&(*/2&ةժ௒੖෨໵ճ٠͗ಋ৻ࠬҗҽճʤҗҽௗͺ&(*/2&ௗʥ
Ν݋͸ΖܙͲɼָਫ਼ͪͬ͹ਅ੧ͶଲԢͤΖ͞ͳͳͪ͢ɽ࣏೧ౕҐ߳ͺɼ&(*/2& ऀճ߫ݛ
җҽճ͗৻ࠬؽ೵Ν୴͑͞ͳͶ͢ͱ͏Ζɽ৙અద͵җҽճͳ͢ͱɼऀճ߫ݛʀh ༑Ηͪࠅ֐
ಊ׈ޢ ೟ɦఈ৻ࠬҗҽճ͗೟ఈ৻ࠬΝ͏ߨɼͨ ͞Ͳ͹৻ࠬ݃ՎͶͯ͏ͱ &(*/2& ӣӨҗҽ
ճͲ΍ট೟ΝಚΖ͞ͳͳͪ͢ɽগཔదͶͺɼӣӨ৏͹߻ཀྵ੓͵ʹΝרҌ͢ͱɼ&(*/2& ӣ
ӨҗҽճͲͺ৻٠ʀট೟ΝߨΚͥɼๅࠄ͹ΊΝ͑͞ߨͳ΍ࢻ໼Ͷ೘Ηͱ͏Ζɽ�

ָਫ਼͗h ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊ ೟ɦఈΝਅ੧ͤΖͪΌͶචགྷ͵घକ͘ͳ͢ͱͺɼҐԾ͹ � ͯ͹

ॽྪɼͤ͵Κͬɼ�

�

ᾉචགྷߴࣆΝى೘ͪ͢ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈਅ੧ॽɼ�

ᾊ౲֚೟ఈ͹ͪΌͶࡠ੔͠Ηͪ � ͯ͹නɼͤ͵Κͬɼ�

න̏� �६ͳ఼਼خಊ಼༲͹඲Ճ׈

න �� ೟ఈଲেͳ͵Ζ֦ޢࠅ֐͹ݗఈݩࢾʤ̏ʥ�

න �� ೟ఈଲেͳ͵Ζ֦ޢࠅ֐͹ݗఈݩࢾʤ̐ʥ�
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න �� &()5 ͶخͰ͚ޢݶ೵ྙ͹ज़ୣౕพ͹౺ୣ໪ඬ�

Νࢂল͢ͱ६ඍͪ͢ɼh ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊ ͹ɦ೟ఈخ६ͶخͰ͚ಚ఼නʤࣙࡀހ఼නʥɼ�

ᾋ೟ఈͶܐΖࣙਐ͹׈ಊΝৄ໎ͤΖॽྪ�

�
Ν &(*/2&ʤࣆແ࣪ʥͶ఑ड़ͤΖ͞ͳͳͪ͢ɽ�
� ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈΝणָͪ͜ਫ਼ͪͬͶͺɼ೟ఈৄʤৈয়ʥΝद༫͢ɼනঞͤΖ͞
ͳͳͪ͢ɽ೟ఈৄʤৈয়ʥͶͯ͏ͱͺɼ׈ಊ಼༲Νͨ͹ཬ໚Ͷͪ͢ࡎىν΢ϕͳන໚Ͷࡎى
ͪ͢ν΢ϕ͹ � झྪΝ༽қ͢ɼָਫ਼͗ʹͬΔͲ΍͘޹͵ν΢ϕΝમ΄ΖΓ͑Ͷഓྂͪ͢ɽ
�ͱ͏͵͏ɽ͓ߡঞ͹ΊͲɼৈ඾͹ଅఆ͵ʹͺݨ఼Ͳͺৈয়ͶΓΖ࣎ݳ
�
３「優れた外国語活動」認定制度の学内周知�

� ྫ࿪ �೧ �� ݆ � ೖͶ&(*/2& ಊʱ೟ఈ੏׈ޢࠅ֐ժ௒੖෨໵ճ٠Ͷ͕͏ͱʰ༑Ηͪة
ౕ͹಍೘͗৻٠͠Ηɼট೟Νಚͪɽͨ ΗΝण͜ͱɼಋೖߨΚΗͪ &(*/2& સରճ٠Ͳɼh ༑
Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ಍೘ͶࢺΖ໪దʀܨҤʀ׈ಊ͵ʹͶͯ͏ͱɼ&(*/2& ୴౲گҽٶ;
৮ҽસҽͶ৆ࡋͶઈ໎͢बஎͪ͢ɽ͠ΔͶྫ࿪ � ೧ �� ݆ �� ೖͶ֋͠࠷Ηͪ୊ � յָگ܊
үճ٠Ͷ͕͏ͱɼๅߴࣆࠄͳ͢ͱસָ͹گүૌ৭ௗͶଲ͢ͱɼh ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ੏
ౕ͹಍೘Ͷͯ͏ͱޮන͢ɼָ֦܊ʀָྪ͹ָਫ਼ͪͬͶଲͤΖबஎΝғབͪ͢ɽ&(*/2& ӣ
Өҗҽճ͹৻٠ʀট೟Νܨͱɼྫ ࿪ � ೧ � ݆ � ೖͶ &(*/2& ͳ͢ͱh ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ
೟ఈ੏ౕΝਜ਼ࣞͶ൅ଏͦͪ͠ɽ�
� &ΖͪΌɼ&(*/2ͦࡎಊΝٌಕͶ׈ๅ߁͹͜޴಼ָ ιϱνʖϙʖϞϘʖζ؇ཀྵҗҽճ
ʤ߁ๅҗҽճɼ٤໼रҗҽௗʥΝ௪ͣͱɼϙʖϞϘʖζͶʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ੏ౕ͹
֕གྷઈ໎ΝΠρϕ͢ɼघକ͘ॽྪ͗ξΤϱϫʖχͲ͘Ζର੏Ν੖͓ͪɽಝͶϙʖϞϘʖζ͹
φρϕϘʖζ৏Ͳɼ໪ཱིͯΓ͑Ͷʰูॄʄ� ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈʱ͹έϨρέʰϚν
ϱʤɦKWWSV���ZZZ�FHJORF�WVXNXED�DF�MS�ʥΝࡠ੔͢ɼָ ਫ਼͗චགྷ৚ๅͶΠέιη͢ҝ͏Γ͑ɼ
�Δͪ͢ɽڿ෋Ν޽
�
４� 令和 � 年度の「優れた外国語活動」認定申請及び認定の実績�

�
� ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ੏ౕΝ֋࢟͢ͱɼ� ϴ݆໌Ͷ೘ͮͱ͏Ζ͗ɼ͞ΗΉͲͶҐԾ͹
� ໌͹ָਫ਼͖Δਅ੧͍͗Εɼ&(*/2& ժ௒੖෨໵ճ٠Ν৻ࠬҗҽճͳ͢ͱɼྫ࿪ة � ೧ �
݆ �� ೖͶ � ໌͹׈ಊΝ৽͖֪॑ͯݭͶ৻ࠬ͢ɼ೟ఈͤΖͳ͏͑݃࿨Νड़ͪ͢ɽ�
�
ᾀ� �ݬ؝ �ߕ ҫָྪ̔೧� ӵ֪߻څ̏ݗɼ,(/76����ɼ෻ݗ६֪̐߻څɼքݜ֐र � ϴ

݆າຮʤ,/6&ʥଠ�
ᾁ� ੤ీ௜ਕ� ৚ๅϟυΡΠ૓੔ָྪ � ೧� &(*/2& ֋અ͹Ԣ༽దՌ໪͹੔੹ʤ� Ռ໪

$�ʥɼࣰ༽ӵݗޢఈ � ఈݗ೵ྙޢɼϫεΠ֪߻څ रʤγϱݜ֐ɼքڅ�
έφϘτϩϔϩή୉ָɼΩδϓཱིࠅ୉ָʥɼޢࠅ֐ͶΓΖοϣʖνʖʤϫ
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εΠޢʥɼસࠅϫεΠࡠޢชαϱέʖϩࢂՅɼ���� ೧ౕೖ࿒੪೧ϓΧʖϧ
ϞࢂՅɼφϧ΢ϨϱΪϩυʖͲ͹ϛηνʖ൅නଠ�

ᾂ� ԥࢃք੪� ৚ๅཀྵָ޽ҒϕϫήϧϞ̏೧� 266�MR\FRQV�UV ໃྋޮ֋λϓφΤΥΠΝӵ
ճ٠ࡏࠅͲໃྋޮ֋ʀଲԢɽޢ ,17(5�$&7����� ͲɼӵޢͶΓΖ޳ಆ൅
නɼָढ़ճ٠Ͳ͹ӵช͹൅නʤ୊ � ஸंʥ  �

�
దͶ߻૱ಊ಼༲͹๝෍͠ͳ࣯͵ʹΝ৻ࠬҗҽճͳ͢ͱ׈Ξͳ੤ీ͠ΞͶͯ͏ͱͺɼ͠ݬ؝
൓இͪ݃͢Վɼh ಊ͹࣯Ν൓இ׈ΞͶͯ͏ͱͺɼ͠ࢃ༑ऴৈ೟ఈʱͳ͹඲Ճͳ͵ͮͪɽԥ࠹
ͤΖͪΌͶɼᶅԥ͠ࢃΞ͗ౌஅʀ൅නͪ͢ࡏࠅճ٠͹टࢭͳᶆͨ͹ऀճదҒ஖Ͱ͜ɼ͠ ΔͶ
ᶇ࿨ช͹ऀճదҒ஖Ͱ͜Ν֮೟ͤΖͪΌͶ৆ࡋ͵ઈ໎ΝրΌͱٽΌͪɽͨ ͹݃ՎɼᶅͶͯ͏
ͱͺɼʰ,17(5$&7 ͺɾ+&,�ϐϣʖϜϱαϱϒϣʖν΢ϱνϧέεϥϱ�ͳݼͻΗΖ෾໼
͹ࡏࠅճ٠͹ҲͯͲͤɽͤ΄ͱ͹ਕʓ͹ೖ৙ਫ਼׈ͶτέόϫζʖΝްՎదͶༀཱིͱΖͪΌ
͹ڂݜͶؖͤΖ൅නΝखΕѽͮͱ͕Εɼ෱͏߁ώρέήϧΤϱχΝͯ࣍઒໵Պ͗੊ֆ஦͖
ΔॄΉΖʱɼᶆͶͯ͏ͱͺɼʰ,17(5$&7����� ͹ )XOO�3DSHU�7UDFN ͹ࡀ୔ིͺ ���Ͳ͍
Εɼ+&, Ғ஖Ͷ͍Ζཱིͬ͏͵͓ࢩͱࠫͮ͢ݶ͹ճ٠͹஦Ͳ΍६φρϕΩϱϓΟϪϱηͳܧ ɼɦ
ᶇͶͯ͏ͱͺɼԥ͠ࢃΞ͹h ࿨ชͺɼΰʖϞ༽͹αϱφϫʖϧΝ༽͏ͪ߶ଐ͵ช࣊೘ྙघ๑
͹఑Ҍͳ඲ՃͶؖͤΖ΍͹Ͳʱ͍Εɼh ఑Ҍ಼༲ͺɼΰʖϞ͹૤ࡠ͹չన͠Νଁͤ͹ͺ΍ͬ
ΘΞΦϱνʖτ΢ϟϱφ͹੊ֆΝ͝߁ΖՆ೵੓Νͮ࣍ͱ͏Ζ ͳɦ͹ઈ໎ͺɼҲఈ͹ઈಚྙΝ
߻ͶࢭదͶ඲ՃͤΖ͞ͳ͗ຌ੏ౕ͹टۅಊΝ੷׈͵ͱ͏Ζ͞ͳͶՅ͓ɼָਫ਼͹ࣙ൅దͮ࣍
஗͢ͱ͏Ζ͞ͳ͖Δɼ৻ࠬҗҽճͳ͢ͱʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱͳ೟ఈͲ͘Ζͳ൓இͪ͢ɽҲ
๏ɼָ ६Ͷͯ͏ͱɼಋҲͲྒྷ͏͹͖൳͖ɼ͍خਫ਼ͳ୉ָӅਫ਼͹೟ఈ܊ Ζ͏ͺࡏࠅճ٠൅න͵
ʹ͹׈ಊͶͯ͏ͱͺഓ఼ͶࠫΝઅ͜Ζ͵ʹ͹रਜ਼౵͗චགྷ͖൳͖Νྫ࿪ � ೧ౕҐ߳Ͷݗ౾
ͤΖ͞ͳΝ֮೟͢ɼ۫ରద͵৆ࡋ͹ݗ౾ͺɼऀճ߫ݛʀh ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊʱ೟ఈ৻ࠬҗҽ
ճͶҗ͸Ζ͞ͳͳͪ͢ɽ�
�
５ 結びに�
�
� ྫ࿪ݫʤ����ʥ೧ౕͶ࢟Ήͮͪگүકྲྀਬ਒ϕϫζΥέφࢩԋۂࣆʰ׈ޢࠅ֐ಊ೟ఈ͹੏
ౕԿͳʰஞഀࣞ౹ָޢݶ߻सʱ͹ਬ਒ʱ͹࠹श೧ౕͲ͍Ζࠕ೧ౕͶɼຌָָਫ਼͹ʰ༑Ηͪࠅ֐
�ΕͲ͍Ζɽݸͻ͢͏جΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽຌ౲Ͷͤݳಊʱ͹೟ఈ੏ౕΝࣰ׈ޢ
͞͹੏ౕԿ͹ࣰݳͶͺɼฑ੔ �� ೧ౕ͹౲֚ۂࣆʰޢࠅ֐Ռ໪͹౹Ҳద੔੹඲Ճخ६͹ཱི֮

ͳஞഀޢݶυΡϕϫϜ͹૓અʱҐ઴͹׈ಊ͹ౖୈͳட੷͍͗ͮͪ͞ͳͺɼࢨఢ͢ͱ͕͖͵͜
Ηͻ͵Δ͵͏ɽಝͶฑ੔ ��ʤ����ʥ೧ౕΝͮ࣍ͱఈ೧ୂ৮͠Ηͪ෤Ҭཾಕگݫद͹ޯ੹ͺ
ඉ৙Ͷ୉͘͏ɽ෤Ҭ઎ਫ਼͹ߑ૟͗h ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊ ೟ɦఈ੏ౕ͹෷ݱͳ͵ͮͪ͞ͳͺٛ͏
Ͳ͍ΖɽΉͪɼྫࣰࣆ͏͵ ࿪ � ೧ౕΝͮ࣍ͱಋ͚ͣఈ೧ୂ৮͠Ηͪٳฯీহ໌༬گदʤ౲࣎
೧ౕɼࡤฯీ઎ਫ਼ͶΓͮͱɼٳΗͻ͵Δ͵͏ɽ͜͵͢ٶݶү෨໵ௗʥ͹͟ਜྙͶ΍گޢࠅ֐
ʰ༑Ηͪ׈ޢࠅ֐ಊ ೟ɦఈ੏ౕ͹೟ఈخ६ͳ఼਼Կ͵ʹ͗৆ࡋͶݗ౾͠Ηɼରܧద͵੖ཀྵ͗
Ͷଲݛฯీ઎ਫ਼͹߫͟ٳ੔΃ͳ಍͏ͪɽ෤Ҭ઎ਫ਼ͳ׮ΚΗͪ͞ͳ͗ɼຌ೧ౕ͹੏ౕԿ͹͵ߨ
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「優れた外国語活動」認定制度の導入について 
 

_  ^：  I-のq語@k?�の�X¯¥て、-Y（-iY、�Y）の��^°-´を/W§るための>

=¯¥て、外国語に�§る-Yのm�^° »c¶の/h��をt�¥、「優れた外国語活動」¯

¥て認定§る。 

7P�る-Yた©に2§る「優れた外国語活動」認定を~¦て、I- _;§Â×ーËÕ�J

k8に|V§る¯¯¸に、-Yの外国語]��の5�¯、外国語-��´外国語活動µの動Oづ

けの#上を_;§。¤らに、3j活動の¿ÍーÕÑÀØÉ¯¥て活Z§る。 

 

2{q語： n語、��外国語（ÊÀÇ語、ÎÓØÅ語、×Ä¿語、�国語、ÅÐÀØ語、H�語）、外国語¯¥て

のCI語 	 

 

認定基準¯点数：  優れた外国語活動の認定基準¯点数は、pÜに基づ¢¸の¯§る。Uに、!外国語のN

定u�の8hについては、q語l�をe�^°基準®�定®¡る「Òー×ÆÌq語�~

�TL（����）」のÖÏÕ（p 4）に準:¥、点数�§る。優れた外国語活動は、(b�の

活動を2{¯§る。 

 

 
表表22  ��������のの����基基��++����  

B��& -SÙ;o等 H4 備考 

CEGLOC n _ の 応 用 L P M

（TOEFL °¯外m検定試験の準備

の©めにng¥¹ているPM、�修

外国語及び外国語としての日本語

の応用PM）の-S 

|v H以上の評H w�x H 

w�x PMでの-S³ w H。

y PM以上での-S³ x H

とする。 

英語の検定試験（表 x、表 y を参照）

の-S 

Cx レベルN+のスコア 

Cw レベルN+のスコア 

Bx レベルN+のスコア 

Bw レベルN+のスコア 

z�{ H 

y�z H 

x�y H 

w�x H 

CEFRの基準レベルとの対応

表等を参照し、スコアを評価

する。 

�修外国語等の検定試験（表 x、表

y を参照）の-S 

Cx レベルN+のスコア 

Cw レベルN+のスコア 

Bx レベルN+のスコア 

Bw レベルN+のスコア 

}x レベルN+のスコア 

z�{ H 

y�z H 

x�y H 

w�x H 

w H 

CEFRの基準レベルとの対応

表等を参照し、スコアを評価

する。 

K学ÙD外O修 
z ¿: · w )の;o 

z ¿:<Fの;o 

x H 

w H 

履修PMの-S表。O修�

&の?要及び参�をa8す

る9r等を0�する。 

D外インÅーンシÇÏ 
w ¿:以上の;o 

w ¿:<Fの;o 

x H 

w H 

インÅーンシÇÏ
の@pが

�すB�a89等を0�す

る。 

k`Òランティア 
w ¿:以上の;o 

w ¿:<Fの;o 

x H 

w H 

Òランティア
の@p等が�

すB��&をa8する9r

等を0�する。 

外国語Ù日本語*f大会 

��Ù準�� 

�j 

参� 

y H 

x H 

w H 

参�及び�jをa8する9

r9等を0�する。 

外国語に¶るÆÓーÅー y ¿:以上の;o w H 

ÆÓーÅーとして外国語で支

援B�し©ことをa8する9

r等を0�する。 

その他のB� B��&に¶る w�y H 
l$外国語B�の対hと°

るB�等を検]する。 
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認定のカテゴリー：「優れた外国語活動」は、認定基準に基づいて認められた点数の総合得点によって、「最

優秀賞認定」（7 点以上）、「優秀賞認定」（5〜6 点）、「奨励賞認定」（3〜4 点）の３つのカテ

ゴリーを設ける。 

 

表表 ""  ����

��++,,//��

��語語のの������  002211  

『履修要覧』「筑波大学が単位を与えることができる学修について」 

に基づく各外国語の検定試験 
備考 

英語 （財）日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定 

CEFR の基準レベルとの

対応表等を参照し、スコ

アを評価する。 

ドイツ語 
（財）ドイツ語学文学振興会が実施するドイツ語技能検定 

ゲーテインスティトゥートが実施するドイツ語検定試験 

CEFR の基準レベルとの

対応表等を参照し、スコ

アを評価する。 

フランス語 （財）フランス語教育振興協会が実施する実用フランス語技能検定 

CEFR の基準レベルとの

対応表等を参照し、スコ

アを評価する。 

ロシア語 ロシア語検定試験実行委員会が実施するロシア語検定試験 

CEFR の基準レベルとの

対応表等を参照し、スコ

アを評価する。 

スペイン語 （財）日本スペイン協会が実施するスペイン語技能検定 

CEFR の基準レベルとの

対応表等を参照し、スコ

アを評価する。 

 

 

表表 ##  ����

��++,,//��

��語語のの������  003311  

その他、CEGLOC が認める各外国語の検定試験 備考 

英語 

国際ビジネス協会が実施する英語能力測定テスト（TOEIC Listening & Reading

等） 

Educational Testing Service（ETS）が実施する外国語としての英語テスト

（TOEFL iBT、TOEFL ITP） 

CEFR の基準レベ

ルとの対応表等

を参照し、スコア

を評価する。 

外国語として

の日本語 
国際交流協会及び日本国際教育支援協会が実施する日本語能力試験 

CEFR の基準レベ

ルとの対応表等

を参照し、スコア

を評価する。 

その他 上記以外の各外国語の検定試験 

CEFR の基準レベ

ルとの対応表等

を参照し、スコア

を評価する。 
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 3 

表表 44  CCEEFFRR にに基基づづくく言言語語能能力力のの熟熟達達度度別別のの到到達達目目標標  

レベル CEFR 能力レベル別に「何ができるか」を示した熟達度一覧 

熟達した言語
使用者 

C2 
聞いたり読んだりした、ほぼすべてのものを容易に理解することができる。いろ
いろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で
再構築できる。自然に、流暢かつ正確に自己表現ができる。 

C1 

いろいろな種類の高度な内容のかなりの長い文章を理解して、含意を把握でき
る。言葉を探しているという印象を与えずに、流暢に、また自然に自己表現がで
きる。社会生活を営むため、また学問上や職業上の目的で、言葉を柔軟かつ効果
的に用いることができる。複雑な話題について明確で、しっかりとした構成の詳
細な文章を作ることができる。 

自立した言語
使用者 

B2 

自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的な話題でも具体的な話題でも、
複雑な文章の主要な内容を理解できる。母語話者とはお互いに緊張しないで普通
にやり取りができるくらい流暢かつ自然である。幅広い話題について、明確で詳
細な文章を作ることができる。 

B1 
仕事、学校、娯楽などで普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方
であれば、主要な点を理解できる。その言葉が話されている地域にいるときに起
こりそうな、たいていの事態に対処することができる。 

基礎段階の言
語使用者 

A2 

ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、地元の地理、仕事など、直接的関係
がある領域に関しては、文やよく使われる表現が理解できる。簡単な日常的な範
囲なら、身近で日常の事柄について、単純で直接的な情報交換に応じることがで
きる。 

A1 

具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回し
は理解し、用いることができる。自分や他人を紹介することができ、住んでいる
ところや、誰と知り合いであるとか、持ち物などの個人的情報について、質問し
たり、答えたりすることができる。もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、
助けが得られるならば、簡単なやり取りをすることができる。 

British Council のホームページに基づく 
 

 

認定の9f¡：優れた外国語活動は、以�の9�®認定をo�。 

 

  Ü  -Y 「優れた外国語活動」認定[yE¯認定に�る活動をsD§るE�a（「優れた外国語活動

の認定基準に基づ¢得点p、!得点をsD§るE�）を ������（��0）に<�§る。 

  Ý  「優れた外国語活動」認定に�る ������ 1M,%
 1M§る。 

  ３  1MdKに基づいて、������ �\xB��
z�´ ������ �&%
®承認後、「優れた外国

語活動」の認定を受けた-Yた©に2¥て、������長名®認定E（賞状）を授与¥、p彰§る。 
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「「優優れれたた外外国国語語活活動動」」認認定定証証  

（最優秀賞）  

 

（所属） 

（入学年度） 

（氏名） 

 

あなたは、本学グローバルコミュニケーショ
ン教育センターの「優れた外国語活動」の認定
基準に基づき頭書の成績を収めたのでここに認
定し、その主体的な取り組み実績を称え表彰し
ます。 
 
□TOEFL-ITPスコア獲得（  ） 

□TOEIC-IP L&Rスコア獲得（  ） 

□ゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（  ）合格 

□DELFフランス語検定 

CEFRレベル（  ）合格 

□留学（留学先大学、期間） 

□外国語科目（  ）においてA＋獲得 

□その他 

 （具体的記述） 
 

令和  年  月  日 

筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

センター長 ○○ ○○ 
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ⅤⅤΟΟ↻↻↎↎外外国国語語෇෇ѣѣⅥⅥᛐᛐ定定ᚰᚰ  

（இΟᅵច） 

 
（৑ޓ） 
 
（λ学ࡇ࠰） 
 
（൞Ӹ） 

ⅱ↙↎↞、ஜ学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍

ン૙Ꮛ⇡ン⇥ーのⅤΟ↻↎外国語෇ѣⅥのᛐ定

ؕแにؕ↔ⅼ᪽୿の঺ጚ⇁ӓ↰↎の↖ↂↂにᛐ

定ↆ、そのɼ体的↙ӕ↹ኵ↮ܱጚ⇁ᆅⅷᘙࢧↆ

↭ↈ⅛ 
 

 

 

ˋԧ  ࠰  உ  ଐ 

ሇඬ大学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍ン૙Ꮛ⇡ン⇥ー 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

⇡ン⇥ーᧈ ⅎⅎ ⅎⅎ 
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（裏面） 
 
 

 
活動内容： 

 
・TOEFL-ITPスコア獲得（    ） 

・TOEIC-IP L&Rスコア獲得（    ） 

・ゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・DELFフランス語検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・留学（留学先大学、期間） 

・外国語科目（    ）においてA＋獲得 

・その他 

 （具体的記述） 
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ⅤⅤΟΟ↻↻↎↎外外国国語語෇෇ѣѣⅥⅥᛐᛐ定定ᚰᚰ  

（Οᅵច）  

 

（৑ޓ） 

（λ学ࡇ࠰） 

（൞Ӹ） 

 

ⅱ↙↎↞、ஜ学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍
ン૙Ꮛ⇡ン⇥ーのⅤΟ↻↎外国語෇ѣⅥのᛐ定
ؕแにؕ↔ⅼ᪽୿の঺ጚ⇁ӓ↰↎の↖ↂↂにᛐ
定ↆ、そのɼ体的↙ӕ↹ኵ↮ܱጚ⇁ᆅⅷᘙࢧↆ
↭ↈ⅛ 
 
ⅇTOEFL-ITPスコア獲得（  ） 

ⅇTOEIC-IP L&Rスコア獲得（  ） 

ⅇゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（  ）合格 

ⅇDELFフランス語検定 

CEFRレベル（  ）合格 

ⅇ留学（留学先大学、期間） 

ⅇ外国語科目（  ）においてA＋獲得 

ⅇその他 

 （具体的記述） 
 

ˋԧ  ࠰  உ  ଐ 

ሇඬ大学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍ン૙Ꮛ⇡ン⇥ー 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

⇡ン⇥ーᧈ ⅎⅎ ⅎⅎ 
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ⅤⅤΟΟ↻↻↎↎外外国国語語෇෇ѣѣⅥⅥᛐᛐ定定ᚰᚰ  

（Οᅵច） 

 
（৑ޓ） 
 
（λ学ࡇ࠰） 
 
（൞Ӹ） 

ⅱ↙↎↞、ஜ学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍

ン૙Ꮛ⇡ン⇥ーのⅤΟ↻↎外国語෇ѣⅥのᛐ定

ؕแにؕ↔ⅼ᪽୿の঺ጚ⇁ӓ↰↎の↖ↂↂにᛐ

定ↆ、そのɼ体的↙ӕ↹ኵ↮ܱጚ⇁ᆅⅷᘙࢧↆ

↭ↈ⅛ 
 

 

 

ˋԧ  ࠰  உ  ଐ 

ሇඬ大学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍ン૙Ꮛ⇡ン⇥ー 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

⇡ン⇥ーᧈ ⅎⅎ ⅎⅎ 
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（裏面） 
 
 

 
活動内容： 

 
・TOEFL-ITPスコア獲得（    ） 

・TOEIC-IP L&Rスコア獲得（    ） 

・ゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・DELFフランス語検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・留学（留学先大学、期間） 

・外国語科目（    ）においてA＋獲得 

・その他 

 （具体的記述） 
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ⅤⅤΟΟ↻↻↎↎外外国国語語෇෇ѣѣⅥⅥᛐᛐ定定ᚰᚰ  

  （ѕចڜ）

 

（৑ޓ） 

（λ学ࡇ࠰） 

（൞Ӹ） 

 

ⅱ↙↎↞、ஜ学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍
ン૙Ꮛ⇡ン⇥ーのⅤΟ↻↎外国語෇ѣⅥのᛐ定
ؕแにؕ↔ⅼ᪽୿の঺ጚ⇁ӓ↰↎の↖ↂↂにᛐ
定ↆ、そのɼ体的↙ӕ↹ኵ↮ܱጚ⇁ᆅⅷᘙࢧↆ
↭ↈ⅛ 
 
ⅇTOEFL-ITPスコア獲得（  ） 

ⅇTOEIC-IP L&Rスコア獲得（  ） 

ⅇゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（  ）合格 

ⅇDELFフランス語検定 

CEFRレベル（  ）合格 

ⅇ留学（留学先大学、期間） 

ⅇ外国語科目（  ）においてA＋獲得 

ⅇその他 

 （具体的記述） 
 

ˋԧ  ࠰  உ  ଐ 

ሇඬ大学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍ン૙Ꮛ⇡ン⇥ー 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

⇡ン⇥ーᧈ ⅎⅎ ⅎⅎ 
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ⅤⅤΟΟ↻↻↎↎外外国国語語෇෇ѣѣⅥⅥᛐᛐ定定ᚰᚰ  

 （ѕចڜ）

 
（৑ޓ） 
 
（λ学ࡇ࠰） 
 
（൞Ӹ） 

ⅱ↙↎↞、ஜ学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍

ン૙Ꮛ⇡ン⇥ーのⅤΟ↻↎外国語෇ѣⅥのᛐ定

ؕแにؕ↔ⅼ᪽୿の঺ጚ⇁ӓ↰↎の↖ↂↂにᛐ

定ↆ、そのɼ体的↙ӕ↹ኵ↮ܱጚ⇁ᆅⅷᘙࢧↆ

↭ↈ⅛ 
 

 

 

ˋԧ  ࠰  உ  ଐ 

ሇඬ大学⇖∓ー⇶ルコ∅∋⇱⇗ー⇝∍ン૙Ꮛ⇡ン⇥ー 
C����� ��� E�������� �� 	����� C������������ 

 

⇡ン⇥ーᧈ ⅎⅎ ⅎⅎ 
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（裏面） 
 
 

 
活動内容： 

 
・TOEFL-ITPスコア獲得（    ） 

・TOEIC-IP L&Rスコア獲得（    ） 

・ゲーテ・インスティトゥート検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・DELFフランス語検定 

CEFRレベル（    ）合格 

・留学（留学先大学、期間） 

・外国語科目（    ）においてA＋獲得 

・その他 

 （具体的記述） 
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「優れた外国語活動」認定申請書 

 
 

  年   月   日  

 

 

 

 

グローバルコミュニケーション教育センター長  殿  

 

 

 

氏   名  

 

                   

学籍番号  

 

                                   

所属  

 

                                   

                   携帯電話  

 

                                   

電子メールアドレス  

 

                                   

 

 

別添のとおり、「優れた外国語活動」の認定基準に基づく得点表（自己採点）、  

 

各得点を証明する書類を提出しますので、審査の上、認定証（賞状）の交付をお  

 

願いします。  
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令和 3年度 グローバルコミュニケーション教育センター 

「優れた外国語活動」認定申請の審査結果について 
 

認定申請件数：3件 

「優れた外国語活動」認定審査委員会（CEGLOC企画調整部門会議構成員）： 

臼山利信、小野正樹、磐崎弘貞、石塚修、井出里咲子、関崎博紀 

日時：2022年 2月 17日（木） 

形態：Zoom会議 

審査結果：3件認定 

 
 氏名 学群・学類名 学年 活動内容 顕彰内容 得点 

① 岸原  港 医学類 6年 
英検１級合格、IELTS 7.5、仏検
準２級合格、海外研修 4ヶ月未満
（ILSC）他。 

最優秀賞認定 8 

② 西田 直人 情報メディア創成学類 4年 

CEGLOC開設の応用的科目の成
績（6科目 A+）、実用英語検定 1
級合格、ロシア語能力検定 3級、
海外研修（サンクトペテルブルグ
大学、カザフ国立大学）、外国語
によるチューター（ロシア語）、
全国ロシア語作文コンクール参
加、2019 年度日露青年フォーラ
ム参加、トライリンガルデーでの
ポスター発表他 

最優秀賞認定 15 

③ 横山 海青 情報理工学位プログラム 1年 

OSS joycons-rs（無料公開ソフト
ウェア）を英語で無料公開・対応。
国際会議 INTER ACT2021 で英
語による口頭発表、学術誌での英
語論文の発表（第 1著者） 

奨励賞認定 3 

承認日：2022年 3月 2日（CEGLOC企画調整部門会議） 

    2022年 3月 4日（CEGLOC運営委員会、メール審議期間 3月 2日〜4日） 

認定書授与日：2022年 3月 8日 
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アカデミックライティングサポートデスク（AWSD）の設置準備 

 

井出里咲子・ン レイション・൮߄࡜అ 

 

CEGLOC のӵ語セクションでは、筑波大学સରのӵ語による൅৶ྙک化を໪దとするӵ
語ライティング支援のڎ఼として、ライティング・センターを設置する準備を行った。名স
をΠΩデϝックライティングサポートデスク（௪স AWSD）とし、2022年 4月の正式͵ӣ
用開始を໪ࢨして、ϭーキンググループを立ち৏͝、準備をࣰࢬした。 

 

̏．AWSD準備ϭーキンググループ（ҐԾ、WG）のメンώー（2021年 4月） 

൮߄࡜అ教授、ঘ໼༦Ҳ教授、井出里咲子准教授、ン レイションঁ教、೴୫྆ฑঁ教、
຦ਁ咲ঁ教、Joel Laurier准教授、Murod Ismailovঁ教、James Morrisঁ教、ഗݬ༑ಝ೜ڂݜ
ҽ、の 10名、およびӕࢃ利৶センターௗ（オϔδーώー） 

 

̐．AWSDのӣ用ཀྵ೨とͨの֕གྷ 

AWSDはʰཱࣙద͵書͘घʱをʰ育成するʱ͞とをཀྵ೨に、書͘घとチューターが対࿫を
し、協働し͵がΔӵ語で書くྙを཈う͞とをͨの໪దとする。チューターは書͘घとと΍
に、ӵ語の文হの໲ୌ఼、र正๏๑についてڠに͓ߡ、書͘घが૓ଆద、൹൓దに、ࣙ৶を
΍ってӵ語の文হを書͜るように支援を行う。۫ ରద͵支援内༲としては、ӵ語によるレポ
ートΏڂݜ࿨文、޳ಆ൅නのߚݬ౵のࡠ成৏（Ծ書͘を書くʙߑ૟を࿇るʙߑ成するʙݶ語
を੖͓るʙ正しくӀ用する౵）のΠχώイス఑ࣖを஦ৼに行うΆ͖、෾໼を໲Κࡍ式Ώରܙ
ͥ、ӵ語のライティングに関する઒໵ద͵Πχώイスを෱広く行う（図  。（লࢂ1

チュータリングはݬଉとして予༁੏による 1 対̏のܙ式（30 ෾）で、利用ंはメディΠ
ライϔラリーのセϝψー࣪での対面と、オンラインճ٠システϞの Zoom ౵を用いたオン
ラインでのαンサルテーションのいͥΗ͖をમ΁͞とがで͘る。 

 

̑．準備のܨҤ 

WG では、2021 年 5 月͖Δֶुでオンラインϝーティングをࣰࢬした（ௗٵغՍؔغを
ঈく）。 

ᶅ ンレイションঁ教を஦ৼに、ライティング・センターのཀྵ೨ΏӣӨ๏๑についてࠅ内֐
の大学のライティング・センターのয়͖ڱΔͨのয়ڱを೼Ѵ。 

ᶆ ൮࡜教授、ンレイションঁ教が早稲田大学のライティング・センター΃のࡱࢻをࣰࢬ
（2021年 7月）。 

ᶇ 2020 年ౕにրૹしたメディΠライϔラリーのセϝψー࣪に、対面ࢨ಍のチュータリン
グルーϞを設置（2021年 8月）。ӵ語ライティングに関する઒໵書੸、ΠクリルϏーテ
ィション、ـۯੜ৞ؽ、プリンター、όートϏλαンを設置（図̐ࢂল）。 

ᶈ HPの設立（2021年 10月）。https://sites.google.com/view/cegloc-awsd/ 

άືሗ࿌㸦ⱥㄒ㸧
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ᶉ 予༁システϞのߑ஛と AWSDプレӣ用開始（2021年 12月）。 

ᶊ 広報活動として、AWSDの日ӵ語ポスターをࡠ成（図̏ࢂল）の৏、メディΠライϔラ
リー内֐΃ࣖܟ。メディΠライϔラリーと筑波大学付属図書館の Twitter、Instagramに
て広報をࣰࢬ（図̑ࢂল）。AWSDのプロモーションビデオ（1෾ 21භ）をࡠ成。 

ᶋ ࣰࡏのӣ用を֮೟するため 2021 年 12 月よりプレオープンとしてチュータリングを開
始。利用ंのس๮利用時ؔଵ、利用ं૜（઒໵੓、年࣏౵）、س๮するチュータリング
内༲の೼Ѵをࣰࢬ（図４ࢂল）。 

ᶌ Google フΧーϞを用いてチューター利用ं͖Δ利用に関するフィーχώックをफ集。
利用໪దとしては、h ք֐の大学院΃留学のためのਅ੧書ࡠ成ึঁʱh IELTSのライティ
ングのスαΠΠップを໪ࢨしたいʱといった΍のがあり、利用のްՎとして、h ୱ語の
қັのωュΠンスをཀྵմし࢘い෾͜るʱhよりよいනݳを教Κるʱhࣙਐのӵࡠ文の໲ୌ
఼を໎Δ͖にするʱ͞ と౵が͝ڏΔΗた。またチューターをࣰࢬした教ҽの΀り͖͓り
を行うリフレクション・シート΍ࡠ成し、ࢨ಍のրવに利用している。 

図̏ 日ӵ語によるポスター 

 
図̐ メディΠライϔラリー内の૮஌࣪       図̑ �"itterによる広報 
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図４ 対面でのチュータリングのイメージ図（プロモーションビデオより画像抜粋） 
 
４．今後の活動予定 
（1）キックオフイベントの開催 

2022年 4月の正式公開に先立ち、2022年 3月 23日（水）14－16時にオンラインでのキ
ックオフイベントを開催予定である。ゲスト講師として名古屋大学ライティング・センタ
ー・ディレクターの Paul W. L. Lai教授、および早稲田大学ライティング・センター・ディ
レクターの佐渡島紗織准教授を招聘予定である。 
（2）学生チューターの募集と育成 
 大学 4 年生または大学院に所属する筑波大生を育成し、チューターとして雇用するため
の活動を開始する。 
（3）筑波大学内の他のライティング・センターとの連携 
主に日本語でのライティング支援について大学院生が支援を行っている筑波大学付属図

書館の学生サポートデスク（ライティング支援ポータル）、及び主に留学準備に関するライ
ティング支援を行う Student Support Center(Global Commons)のライティングサポートデ
スクとのサービスの差別化と協働を行う。 
（4）広報 
広く学内に AWSDの設置について広報し、利用を促進する。 

 
                     （2022年 2月 10日 文責：井出里咲子）  
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Report on EMI activities at the University of Tsukuba 
 

Murod ISMAILOV, Yukiko YAMAMOTO 
 
In AY 2021/22 the Center for Education of Global Communication at the University of Tsukuba 
continued to actively promote English Medium Instruction (EMI) through campus-wide faculty 
development, academic publications, research dissemination, and international collaboration.  
 
On January 12, 2022 the University of Tsukuba in collaboration with the Nippon-Foundation 
Central Asia Japan Human Resource Development Project (NipCA Project) hosted a guest lecture 
by the director of Oxford EMI Julie Dearden entitled “Internationalising Higher Education and 
English Medium Instruction (EMI).” Julie Dearden previously worked as a lecturer at the 
Department of Education, University of Oxford. She writes on EMI as a global phenomenon, the 
changing roles of academics and teachers in an EMI context. Julie also worked as a Senior Research 
Fellow in EMI at Oxford University from 2013-16 and in the Oxford research team publishing a 
systematic review of EMI in higher education in 2018. She is the author of the first global overview 
entitled “EMI a Growing Global Phenomenon” published in 2015 by the British Council including 
her well-known definition of EMI as "The use of the English language to teach academic subjects 
in countries or jurisdictions where the first language (L1) of the population is not English" (Dearden. 
2015).  
 
During her online lecture, Julie Dearden talked about the MAST framework which describes 
critical factors when universities decide to internationalise: Management and context; Admissions 
and student support; Student outcomes, assessment; and Teaching and learning.  Her lecture mainly 
focused on this last aspect. Having studied EMI in 55 different countries, Dearden believes that 
EMI is a growing global phenomenon. Her work informs how to support EMI teachers in higher 
education. The lecture was attended by over 20 faculty members of the university. More FD events 
are being planned for the 2022/23 academic year. 
 
In addition to FD development initiatives, the faculty of CEGLOC continued to conduct research 
under a recently obtained competitive grant-in-aid (Kakenhi C) entitled ‘The study of pedagogical 
competencies and skills of Japanese faculty involved in the English Medium Instruction” (Ismailov 
and Yamamoto).  In November 2021, the research team from University of Tsukuba in 
collaboration with scholars from Oxford EMI, Chinese University of Hong Kong and Tsukuba 
Gakuin University have published a large study entitled “Challenges to Internationalisation of 
University Programmes: A Systematic Thematic Synthesis of Qualitative Research on Learner-
Centred English Medium Instruction (EMI) Pedagogy” in Sustainability journal (Impact factor 
3.25). The researchers studied over 1760 participants in 20 non-Anglophone countries and 
jurisdictions. The findings of most learner-centred EMI studies revealed that the main challenges 
came from English comprehension and also included factors related to the learning environment. 
These results were later presented at the 14th annual International Conference of Education, 
Research and Innovation (ICERI2021, Seville, Spain and online).  
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活動報告 初修外国語(ドイツ語) 

—オンライン授業に関する FD とゲーテ・インスティトゥート試験— 
 

畔上泰治・ルーυ・Ϝルέη・ם໼୉ध 

 

1ɿオンラインदۂにؖする FD ࠛ஌ճの実施 

 χイςޢ教ү෨໵では、2021 年 9 月、オンラインदۂにؖする実ભܨ験・घ法౵の৚ๅ
Νक໪దとした׷ި FD ࠛ஌ճΝ 2 յ実施した。ॵյΝ対面形式ʬ9 月 22 日、CEGLOC ౫ 

4F にて֋࠷ʭで、୊್յΝ Zoomʬ9 月 24 日ʭでߨい、ஞഀ୉ָॵरχイςޢ教ү୴౲઒
೜教ҽ、Ήたඉ৙ࢥߪۊのࢂՅΝಚた（ࢂՅ者：ルーυ・Ϝルέη、畔上泰治、ם໼୉ध、
ᖝీਇ、Ԯຌ時子、ϜティΠη・ϓΟイϓΟー）。この FD ࠛ஌ճでは、৿ܗαϫψΤィル
ηະԈ๹ࢯΝ໪దとして CEGLOC のद（ޢࠅ֐）ۂが対面形式での実施にେΚりオンライ
ンで実施͠れることになったことに൒͑ঀ໲ୌのৄݗと࣏年度Ґ߳に͜޴たրવ఼の఑Ҍ、
दۂηΫル޴上に͜޴た৚ๅި׷Ν໪దとし、ةժ͠れた。ͨ こではࢂՅ者がͨれͩれदۂ
でのܨ験・事ྭΝๅࠄし、Ήたঀ໲ୌΝ఑ًし、ͨ のմ݀とदۂրવに͜޴たघ法のި׷、
৿たな఑ҌΝ出し͑߻形でߨΚれた。ͨこで఑ً͠れた認ࣟと٠࿨͠れた事ߴはҐԾのと
おりである。 

  

ᶅ オンラインदۂに対する教ҽଈのܨ験の෈ଏに対するրવࡨ 

ᶆ オンラインदۂにおいては、ָ生ಋ࢞の૮ޕ࿇सがೋしい。Teams にർ΄て Zoom ཤ
༽がสཤではない͖。 

ᶇ Teams Νཤ༽したदۂにお͜るౌ࿧時のٗढ़ద໲ୌ：ඉ৙ࢥߪۊに対するࢩԋ 
ᶈ 教Ռॽにؖする໲ୌ：オンラインद75・ۂ ෾दۂ༽のన切な教ࡒの෈ଏ 

ᶉ ʰેخχイςޢ Aʱとʰેخχイςޢ BʱのްՎదな࿊ܠにؖするঀ໲ୌ：教ࡒのમ
୔、教ҽؔの࿊ܠ 

ᶊ ָغ຦඲Ճにؖするঀ໲ୌ（と͚にh Үָ߻૱ ൅ɦଏに൒͑ો఼による඲Ճ）：έラη
ؔでの඲Ճの૮ҩ、オンラインΝཤ༽した試験にお͜るޮฑ੓֮ฯの໲ୌ、૮対඲Ճ
の໲ୌ఼（GPA とのؖ࿊で）、౹Ҳ試験（日ఖ・໲ୌ）಍入のՆ೵੓とঀ໲ୌ 

 

ː付記：この஦でࢨఢ͠れた教Ռॽの໲ୌにؖしては、2022 年度दܯۂժࡠ੔Ν前に、
दۂ୴౲༩定教ҽに対して、75 ෾・オンラインदۂ༽にਬওで͘る教ՌॽにؖしてΠン
ίーφΝ実施した。 

 

2. ΰーテ・インηティφΣーφ試験 （����� 
������
 A1� A2） 
 前年度とಋ様に、ΰーテ・インηティφΣーφが؇׍するࡏࠅదな௪༽੓Ν༙するχイ
ςݗޢ定試験 （����� 
������
 A1�A2）Ν、2021 年度΍ຌָにおいてԾ記のགྷ྘で実施
することにし、ָ生にҌ಼した。 

άືሗ࿌㸦ࢶ࢖ࢻㄒ㸧

39



日時：2022 年 2 月 18 日（金） 
場所：CEGLOC （301-307 教室） 
出願締め切り：2022 年 1 月 21 日（金）、17：00 
出願方法：所定の様式に記入し、CEGLOC 事務室に電子メールで送付 

受験生に対する事前ミーティング・準備：2022年 2月 3、9、10、16、17日（オンライン） 

 
なお、2021 年度の受験応募者は A1＝ ５人 、 A2＝６人であった。 

 

付記：この試験はオンラインによる実施は認められてはおらず、対面形式で実施すること
が求められている試験である。 
 
                    （2022 年１月 27 日 文責：畔上泰治）  
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ʴๅࠄʵ 

 
フランス語圏の留学促進のための教職員セミナー 

 

ジャクタ ブルノ・シャー 勝間田 マハディ 

 

 ஞഀ୉学のਕ文ऀճٶܧ; CEGLOC ͺh フϧンη୉学のཻ学プログϧϞ のɦଇ਒プロジ
ΥクトのҲؑとして国際室のγϛートの΍と、ڊ年ಋかΔ࢝つのセミナーを֋࠷しΉした。 
フϧンηにཻ学した学生Ώཻ学をس๮する学生のΦンパシーインタϑューをͮߨた国際室
のシャー勝間田とਕ文ऀճٶܐ; CEGLOC のジャクタͺ学生とと΍にʰϘルλナʱという
घ๑をخにセミナーを֋࠷しΉした。 

て、ຌ学の教৮ҽ͜޴のフϧンηཻ学にޛが؉࿪͠Ηたڱյのセミナーͺ、コロナのয়ࠕ 
がྙڢして、ཻ 学プログϧϞを੟Ε上͝てい͚ことを໪దとしていΉす。Ήた、このパイロ
ットプロジΥクトͺ、੊ֆのଠのஏҮ΃のཻ学プログϧϞをਬ਒してい͚こと΍໪దとし
ていΉす。ޛࠕຌ学の学生のたΌに৿しいཻ学のؽճを、どのΓうにࡠΕͫしてい͚か考え
る৖にしたいとࢧいΉした。 

 対েʁਕ文ऀճܧௗ、ਕ文ऀճܧのフϧンηޢ୴౲教ҽٶ;フϧンηؖܐのंڂݜ、
CEGLOC センターௗ、国際室の୴౲ं、グローバルコϠンθの୴౲ं、学生ިླྀ՟の୴౲
ं、SUG-CiCの୴౲ं。 

 ഐܢʁ学生がཤ༽で͘るও学ۜがଁえるϛτンシャルがあΕΉす。コロナՔの࣎େの஦、
どのΓう͵ܙでフϧンηཻ学をଇすことがで͘るか検討をକ͜て͚ߨචགྷがあΕΉす。 

ʰΦンパシー・インタϑューʱとͺデザイン・シンΫングのघ๑のҲつとして、学生のϠο
ϗーションΏৼ৚を、ยݡを͵る΄͚ໃ͚したয়ସでߨうインタϑュー調査です。 

 ʰϘルλナʱとͺインタϑューデータをخにϤーザー஦ৼઅܯΏマーケτィングに͕い
て、γーϑηを࢘༽するఱܗద͵Ϥーザーを表すたΌにࡠ੔͠ΗたՏۯのΫャϧクターの
ことです。 

 

 ຌๅࠄॽにͺ୊̒յのセミナーとプロジΥクトܩକ๏๑を記載͠ΗていΉす。 

 

ʴ୊ 4 յセミナーʵ  

ೖ࣎ʁ2021 年 7 ݆ 21 ೖ (ਭ) 10:00-12:00  

ճ৖ʁຌ෨アネックη౫国際室ճ٠室 1+2  

ड़ੰंʁ8 ໌ ਕ文ऀճܧʁジャクタ ブルノ (コーディネーター)、໾ᖔ ᠵʂ国際室ʁシャ
ー 勝間田 マハディ (コーディネーター)、ਁ ඎ ߁ي、ԥࢃ ਇ٤、ن田 ڭେʂ学生ިླྀ՟ʁ
ਤ౽ Շ༡ʂ学生アシηタントηタッフʁࠦ౽ ༠ਕ  

 

1. ֕؏ (Design Thinking:デザインࢧ考のプロセηの̔ஊ֌)  

άືሗ࿌㸦ࢫࣥࣛࣇㄒ㸧
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こΗΉでの੔Վ・ຌೖの内容・໪ࢨしてい͚΍のについて  

  

 Ήͥジャクタ઎生のѭࡲに࢟ΉΕ、ࢂՅंの自়ހղがあΕΉした。  

  Յいたͫ͘Ήしたʁࢂյのセミナーでͺ、2 ໌のॵΌての๏に͟ࠕ 

 ・ਕ文ऀճܧ ໾ᖔ ᠵ（ϢザϭΩケル）઎生（޳ߒ ਇو（ΦグοマΫ）઎生にେΚͮてϠ
ントϨΨール୉学の࿊ཙ調੖੻೜ंにӀ͘ܩいでいた͚ͫ予定）  

 ・国際ۃ国際室 ٤田 ڭେ（ϦシξϢηϦ）༹  

   

କいて勝間田 マハディࢱかΔ、઴յΉでの׈ಊのླྀΗと、デザインࢧ考プロセηの 6 ஊ֌
についてઈ໎があΕΉした。ࠕյのϭークショップͺ୊ 5 ஊ֌ʰプロトタイプʱかΔ਒Ό
Ήした。  

 

ʰプロトタイプ “ɦࡠࢾ඾”のஊ֌ͺ、Ϥーザーが࢘いΏすい΍のを生Ίड़すことにؖܐしΉ
す。ୣࢴの৖߻ͺ、कに໪ԾフϧンηΏΩナξ͵どのフϧンηݏޢのڢ定ߏ΃のཻ学プログ
ϧϞを়ղするパンフレット（ブローシャ）をࡠることです。  

この୊ 4 յのセミナーの໪ඬͺ、ߨݳのプロトタイプの内容をրવし、最終ܙに͜޴て
༹ʓ͵内容を੖ཀྵするたΌのデザインΏ٠論をすることです。  

セミナーの終൭、ΚΗΚΗͺデザインࢧ考の最ޛのஊ֌で΍ある、h τηトʱ“ࢾ༽”につい
ての٠論΍ߨうことがで͘Ήした。  

 

1.1  

ΚΗΚΗͺ׮全͵੔඾をͮࡠているのでͺ͵͚、こΗͺΉͫࡠࢾ඾であるということを֮
೟しΉした。デザインࢧ考のプロセηにͺ、ࣰ 際にཤ༽͠Ηる最終ద͵΍のをࡠる઴に、࢘
うଈのқݡを఑ڛして΍ΔうたΌの୊ 6 ஊ֌ “ࢾ༽” があΕΉす。  

  

1.2  

Ήたୣࢴͺրવをକ͜ている౏上にあるので、఑Ҍ͠Ηた全てのアイデアを༽いる༃でͺ
͵͚、໪Ծの最ॵのパンフレットࡠ੔のたΌにࣰߨՆ೵͵΍のをમ୔しているということ
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を֮೟しΉした。Ψンϧインのݳয়に߻Κͦ、ୣࢴͺこのプロセηをજ࿇し、年ʓ内容Ώデ
ザインΏ࢘༽ഖ体を޴上ͦ͠てい͚つ΍Εです。  

  

1.3  

この୊ 4 յのセミナーͺ、2 Ω݆間の৿しいࡠࢾパンフレットのたΌの内容६ඍغ間にକ
͚΍のでした。઴յのセミナーࢂՅंͺ̒つのϭークグループに分かΗて、以Ծの表に記し
たパンフレットの෨分にؖして६ඍをしていたͫ͘Ήした。  

 

 

2. プロトタイプについてのϛηターセッション （ཱི஌）  

 

֦ϭークグループの੔Վͺ A3 のϛηターにһࡰしてปにఴࣖし、ϛηターͺ৯の෉ᝨ、
  。アルフΟϗットでࣟพしΉした、਼࣊
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グループ 1 かΔ 4 Ήで、ͨ ΗͩΗがΉとΌた੔Վと、どのΓうにͨΗにखΕֽかͮたのか
͵ど୻いプ 

レκンτーションをߨいΉした。ଠのグループのϟンバーͺ਷࣯࣎໲Ώコϟントをफ़΄Ή
した。  

 

▴ϭークグループ 2 のۂࡠをઈ໎する学生ިླྀ՟のਤ౽ ࢱ  

 

▴ϭークグループ̑のۂࡠをઈ໎する国際室のԥࢱ ࢃ  

 

3. οーϞでのϭークショップ （࠴஌）  

 

ϭークグループのϟンバーをࠠͧた̐つのൟをࡠΕΉした。  

  

タηクʁ֦ൟͺϛηターの内容をパンフレットにする上でのॳ঄を٠論しΉした。 

このタηクのࣖࢨͺ以Ծの௪Εです。  

(1)ϛηターの内容をパンフレットにߑ࠸੔する上で最΍ཀྵにか͵ͮているとࢧΚΗるॳ঄
を考える。 

最終దに࢘うଈである学生のࢻ఼で考えることをқࣟする。  
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(2)ͨのॳ঄ΏࠞڎにخͰいて、άャップをດΌたΕ、ఴ֋をΓΕΓ͚したΕ、࿫ୌ間のつ͵
͙をՅえたΕ、内容をજ࿇で͘͵いか٠論する。  

(3)෉ᝨを༽いて、考えΔΗるॳ঄をϚーχにด΄る。  

(4)େ表ंが、෉ᝨをహͮたϚーχを༽い͵がΔ、֦ൟでـ෉いたことをϟンバーに発表す
る。  

  

 
 

ॳ঄についてͺ両ൟのқݡがΆとΞどҲ஗しΉした。  

 

ϛηターをパンフレットにする際の఑Ҍʁ  

・പࠉでһ͠ࡰΗる৖߻のたΌの調੖をする  

・୉学の৚ๅについて、ͨΗͩΗ͕すすΌのϛイントをՅえる。  

・୉学と࿊ܠしている୴౲教ҽのࣺਇを掲載する。  

・֦Ϙージの৚ๅͺ、һ͠ࡰΗたࢢ࡯でͺ͵͚、ηマートフΧンでηクロール͠Ηることを
૟定したレイアΤトにする๏が๮Ήしい。ฦॄंۂにレイアΤトの調ઇをғབする。  

・学生のインタϑューのࣞܙを౹Ҳする。h Ϙルλナʱࣞܙのインタϑューを࢘う΄͘か。  

・パンフレット表ࢶのࣺਇͺ୉学のࣺਇにする。  

・Ϩンクの掲載ͫ͜でॉ分͵৚ๅ΍ある。  

・ಣ΋࣎間、৚ๅྖを۝ັする。  

 

ʴव学غの׈ಊʵ  

 

(1) ୊ 4յセミナーでの٠論をಁΉえたフΧローアップητップ（2021年 8݆）。 

 。Ͱいて内容をरਜ਼خՅंのアχバイηにࢂ上͝ʁ࢕ •

• パンフレットの最終プロトタイプࡠ੔。 

  

ӣ༽（2021年ߨࢾ (2) 10݆）  

デザインࢧ考プロセηの 6 ൬໪と͵るこのητージの໪దͺ、フϧンηݏޢのཻ学س๮ं
を؜΋最終Ϥーザーのқݡをफॄし、最終Ҍ（Ψンϧインパンフレット）をΓΕྒྷい΍のに
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することです。215ਕの学生がアンケートに౶えて͚ΗΉした。このプロセηのޛ、プロト
タイプͺϤーザーに߻Κͦて最నԿ͠ΗΉした。 

  

(3) 調査の໪ద 

1 ୉学生に、CEGLOCフϧンηޢセクションの 2016年のパンフレットと৿しいプロトタイ
プのパンフレットを比較して΍Δうこと。 

2 パンフレットにΓͮてフϧンηݏޢ΃のཻ学に対する学生のؖৼが߶Ήͮたかどうかを
検討する。 

  

調査の݃Վ、最終ద͵パンフレットを୉͚͘รߍすることがで͘た。 

  

(4) 最終版（2022年 2݆）  

ड़版ऀޫึにݡ੷΍Εをғབした݃Վ、イネクηトऀにh フϧンηཻݏޢ学Ϊイχブックʱ
というタイトルの৿しいパンフレットのデザインをғབすることに͵ΕΉした。このプロ
ジΥクトͺ、ྫ ࿪ 3 年ౕ ஞഀ୉学教育કྲྀプロジΥクトࢩԋ事hۂ ಊ೟定の੏ౕ׈ޢ国֐
Կとʲஞഀࣞ౹ޢݶ߻学सʳのਬ਒ʱのঁ੔にΓる੔ՎのҲ෨です。 

 

 。ԋセンター（SSC）のγイトで΍ޮ֋͠ΗΉすࢩ੔版ͺ、CEGLOCのγイトのΆか、学生׮

  

ʴ࣏年ౕ（2022年 4݆ΓΕ）ɻ   

パンフレットのրવをܩକするたΌ、以Ծの事ۂをࣰࢬする。 

 

(1) パンフレットのրવ  

パンフレットをΓΕྒྷい΍のにするたΌに、ηタッフΏ学生かΔ以ԾのΓう͵րવҌがड़
͠ΗΉした。 

・ଖۂ生を؜΋ք֐の学生、ࡑ学生΃のインタϑュー  

・学生のՊଔ、༓ਕ、教दかΔのフィーχバック  

・Խ੢・ӫ଀の௧Յ  

  

(2) パンフレットのңߍ・࣍৿ 

・৚ๅ（࿊ཙ઎͵ど）のߍ৿  

・৚ๅの௧Յ（୉学のخຌ৚ๅ、৆ࡋ৚ๅ͵ど）  

・ؖ࿊する؇ཀྵं・෨ॼ間での最৿ۂࡠの༙ڠԿ  

 

(3) 2022年版アンケートをߍ৿ 

アンケートの໪ద 

1 ୉学生に、2016年の CEGLOCフϧンηޢ෨໵のパンフレットと最終版のパンフレットを
比較して΍Δうこと。 
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2 プロトタイプのパンフレットと最終版パンフレットに対する学生の評価に差があるかど
うかを検討すること。2016 年版パンフレットと比較した際に、パンフレット自体のデザイ
ン（プロトタイプと最終版）が評価に影響を与えたかどうかを知ること。 

 

(4) 記事掲載について 

DTの全過程と両調査アンケートの内容を分析・考察し、国際誌に論文として発表する予定
です。 

 

以上 

 

DTセミナー コーディネーター 

ジャクタ ブルノ グローバルコミュニケーション教育センター 

シャー勝間田マハディ 国際室 U I A 
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初級会話データベース型日本語教育コンテンツ「にほんごアベニュー」の開発 

 

小野正樹・ґ౽ऴ໎・ϲΟンώーレン ルート・文ᏫҺ・οϥーύン アϊϔテΡ 

 

1.はͣΌに 

の୉ָਫ਼の日本語ָस者をଲেとして、コϝュニίーεϥン໪దに合った教育಼֐಼ࠅ 
༲・教育๏๑のմ݀のたΌに、ָस者ベースの教育コンテンツ「にほんごアベニュー」の開
発にखり組んͫ。日本語教ࢥと日本語ָस者૔๏が使える๏向੓をߡえ、Council of Europe

の「Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment

（CEFR）」に基Ͱいたָस໪ඬઅ定に基Ͱいたߨಊレベルのスタンダーχͫけではなく、ス
タンダーχに沿った۫ରదな日本語を提供するものである。教育の課題とݳ代の With ৿ܗ
コロψՔの状況で、日本語฾語話者とのંৰがঙなくなるݳ状をྂߡし、「話者」「場所」「場
面」「はたらき」の情報によって文脈化された発話・会話をυータベース化し、ָस・教育・
研究にༀཱིてるように޽෋し、特定の教Ռॽに६ڎしない൜用੓、文͖ܗら཯れたؽ೵੓の
؏఼͖らのΨンライン教ࡒである。 

 
 

2. 「にほんごアベニュー」のコンιプト 

語教育におけるࠅ֐ CEFR に基Ͱいた「CAN-DO リスト」の作成は、෵਼ݶ語で׈発に
研究・開発がなされ、日本語教育においても、ླྀިࡏࠅ基 「ۜJF 日本語教育スタンダーχ」、
౨ࠅ֐ښ語୉ָ「JLC 日本語スタンダーχ」なʹदۂઅ計、඲ՃをߡえるたΌの࿰組提Ҍ、
日本語ָस者の౺ୣ໪ඬ基६がࣖされている。し͖しながら、特定の状況でʹのような日本
語でコϝュニίーεϥンがなされるの͖という۫ରదなىफ़がなく、日本語教育のݳ場で
は使用しにくいという൹൓がある。JF 日本語教育スタンダーχ」のਫ਼׈日本語のコϝュニ
ίーεϥン׈ಊの஦͖ら、A1 レベルの「Ώりとり」をखりड़した。 

ಊΏ教Ռॽ͖ら཯れて日本語をָसする๏๑も多ʓあり、ॊཔのָस๏๑が׈教࣪ࡑݳ

άືሗ࿌㸦᪥ᮏㄒ㸧
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「ಆに೘れるˢ࿇सするˢ使う」という१؂ͫけではなく、SNS の෕ٶにより、日本語を୊
語（Japanese as foreign Languageʁࠅ֐、語（Japanese as Second Language :JSL）あるいはݶ್
JFL）としてָ΁͖といったۢพͫけではない৿たな日本語ڧ؂がある。「使う→࿇सする→
ಆに೘れる」（ଞ৏٤৐ 2018）のように日本語をָ΁ָस者もଁえ、৿たなָस๏๑の提
供がචགྷとなっている。 

1,324 の状況での発話を、日本語฾語話者と日本語ָस者に作成ғབしŌυータのட੷を
ਦっている。このυータをもとに、CAN-DO のώリΦーεݳ表、ܗफ़にଲ応する語ኰ、文ى
ϥンをபड़した。例として「Պの஦で、ホストフΟϝリーΏ同ڋਕなʹが今ʹこにいる͖、
ଠのਕにたͥ͸たり、౶えたりすることができる」という CAN-DO にଲして（1）「ߨった」
という໲いにଲする「ߨった」の会話ͫけではなく、(2)「ߨきました͖」にଲして、「ߨっ
ています」と文๑ࣞܙのҡなる例もफॄできており、成Վを文๑・文ܗεラώスの発ఴにਫ਼
͖せるものである。 

 

（1） Aʁ໨Ծさんはʹこߨったのʃ 

Bʁਦॽؙにߨったよ。 

（2） Aʁまことはʹこにߨきました͖。 

Bʁコンϑニにߨっていますよ。 

 

 ॵڅ文ܗを発ఴさせて஦څҐ߳にָͻせる教ࡒが多ʓあるが、ॵ஦څ教ࡒの
ʲSITUATIONAL FUNCTIONAL JAPANESE （rஞഀランΰーζグループ 1991）では、ॽ໌
͖らも場面とؽ೵がࠠࡑしているように、文๑・文ܗ஦ৼに組みཱིてられている。஦৏څ教
ܗ文ݳʲʹんなときʹう使う 日本語表ࡒ 500 （r༓নӽࢢଠ 2010）でも、文ܗを基६とし
て「໪ద・घஊ・ഖղ」「ݸ定」「ർֳ・ఖ度・ଲർ」なʹ、30 のؽ೵に෾ྪして、教Ռॽと
している。こうした文ܗ஦ৼの教ࡒの発૟とはҲતを画し、場面を॑ࢻし、CAN-DO に基
Ͱくؽ೵で෾ྪしている。 

 

3. 「にほんごアベニュー」の಼༲  

「JF᪥ᮏ語ᩍ⫱ࢱࢫンࢲーࢻ」の CAN-DOグ㏙を᳨ドし、「ヰ⪅」「┠ⓗ」「場㠃」「ࡣ
たࡽき」ࡽ࠿、ึ⣭ࣞベルの⏕ά᪥ᮏ語をᩚ⌮し、A1ࣞベルの CAN-DOでࡣ「ヰ⪅」で

、ᐙ、ࡣ挨拶、᱌ෆ、書く、㈙う、㣧㣗➼、「場ᡤ」でࡣぶ␯㛫の༊ู、「┠ⓗ」で、ࡣ

⾤の୰、Ꮫᰯ、職場、ᗑ➼、「ࡣたࡽき」でࡣ、挨拶、່める、ᑜࡡる➼にศ㢮した。 
 
CEFR 

ࣞベル 

CAN-DO Ⓨヰ౛ ┠ⓗ 働き 場ᡤ 文ᆺ・⾲⌧ 

A1 友人にᐙの୰を᱌ෆするとき、

ᐇ㝿に㒊ᒇをぢせながࡽ、ఱの

㒊ᒇ࠿、だれの㒊ᒇ࠿言うこと

ができる。 

ここࡣᐷᐊです。 㐟ࡪ ᱌ෆする ᐙ ・N ࡣ N で

す 
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A1 モデル文があれば、「ご結婚おめ

でとうございます」「お幸せにな

ってください」など、友人の結婚

式で読み上げる短いお祝いの言

葉を書くことができる。 

ゆうたさん、しおり

さん、ご結婚おめで

とうございます。 

書く メッセー

ジを書く 

イベント ・おめでと

うございま

す 

A1 職場への訪問客を出迎えた時

に、「ようこそ」「お待ちしていま

した」などの歓迎の言葉を言う

ことができる。 

A：宮尾さん、お待ち

していました。 

B：よろしくお願いし

ます。 

働く 挨拶する 職場 ・Vています 

・謙譲語 

・よろしく

お願いしま

す。 

 

4. 「にほんごアベニュー」の特徴 

「にほんごアベニュー」の特徴は、「話者」、「場所」、「場面」、「はたらき」の情報によっ
て整理された発話・会話例の検索ができる PWA コンテンツとなっている。PWA（Progressive 

Web Apps）とは、Web コンテンツをスマートフォンアプリのように使える仕組みのことで、
スマートフォンでホーム画面に登録することでスマホ向けアプリと同様に利用でき、より
多くのユーザーが利用できる。 

また、「ある（詳細な）状況にふさわしい日本語の例」を確認することもでき、Can-do に
沿った会話例をユーザーが自由に投稿することもできるプログラムとなっている。 

 

5.今後の計画 

 「にほんごアベニュー」は令和 4 年度に公開する。さらに CEFR  A1 レベルの Can-Do に
加えて、A2、B1 レベルでの場面の検討を開始している。また、各タスクのクイズも合わせ
て提供予定である。 

なお、本プロダクト作成には、基盤研究(B)「CEFR の文脈化と日本語・日本語教育研究へ
の応用」（課題番号 21H00534 代表 小野正樹）の支援を受けている。 
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㸯� �࡟ࡵࡌࡣ

� ᪂型コロナウイルス感染ᣑ大が⊛ጾを᣺るった᫖年度は、&(*/2& 開設の授業は原則とし

てす࡭てオンラインとなった。今年度もኚ␗型ウイルスのᣑ大にࡼり、⥲合的なࣜスクุ᩿

からオンライン授業をవ൤なくされている。その中で一部の担当教ဨからㄒ学教育の効ᯝ

がオンライン授業で半ῶしているとのኌを⪺く。ㄒ学の授業は、教ဨと学生の཮方からⓎࡏ

られる、⮫場感ࡩ࠶れる生きたゝⴥの活Ⓨなࡸりྲྀりの中で教育効ᯝがⓎ᥹される。しかし

㏫に、その活ື≉ᛶが飛沫感染ࣜスクを┦対的に㧗めているのも事実で࠶る。�

� 一方、国内のワクチン接種の౪⤥ࡸ἞⒪薬の普及などのぢ通しを㚷ࡳると、長期㛫に及ࡪ

「ウࢬ࢕コロナ」を๓ᥦとした教育活ືの設ィがᚲせ୙ྍḞで࠶る。学生のᏳ඲を最ඃඛと

して、オンライン授業と対面授業の཮方を෇⁥に実施していくయไ࡙くりが &(*/2& の教育

現場に࠾いてもまさにᛴົとなっている。�

� この࠺ࡼな⫼ᬒのもと、「対面授業をᏳ඲に実施するための設備整備」事業が &(*/2& から

���� 年度「学群教育用設備整備等事業」に申ㄳされ、᥇択された。この事業を通じて、&(*/2&

開設授業の中で ��ྡ⛬度の少人数クラスの対面授業をࡼりᏳ඲に実施するための設備整備

を⾜なった。ලయ的には、コロナ感染防止対策として、&(*/2& の &$ 棟 ��� 教室と ��� 教室

の学生ᖍ用及び教༟用に、飛沫㐽᩿パネルを設置し、さらに二酸化炭素⃰度測定器を㓄備し

た。�

� コロナ禍の཰᮰がぢえない中で、感染状況がᴟᑠ化した時期で࠶る ���� 年 �� ᭶に � 回

ないし � 回、➹⪅が担当する &(*/2& 開設の授業、すなࢃち、「ᇶ♏ロシ࢔ㄒ $,,」（ⅆ � 㝈、

� ྡ）、「ᇶ♏ロシ࢔ㄒ $,,」（Ỉ � 㝈、�� ྡ）と、人ᩥ学㢮開設の授業で࠶る「㟢ㄒᩥἲㄽ�

E」（ᮌ � 㝈、� ྡ）を対面授業で実施することができた。これは࠶くまでもトライ࢔ルとし

ての授業で࠶り、設備整備を⾜なった &$��� 教室と &$��� 教室の౑い຾ᡭがどの⛬度良い

のか、学生たちの཯応がど࠺かを☜ㄆすることを目的とした౛እ的なヨࡳで࠶る。�

� 「ᇶ♏ロシ࢔ㄒ $,,」は � 年ḟ生の授業、「㟢ㄒᩥἲㄽ�E」（ᮌ � 㝈、� ྡ）は � 年ḟ生の

授業で࠶った。ᒚಟ学生඲ဨに、対面にࡼるオンࢧイトの授業とオンラインの授業について

教育効ᯝなどの感᝿を☜ㄆしたとこ࡯、ࢁとࢇどの学生が対面授業に‶㊊し、学⩦意ḧも㧗

まったと回答した。≉に、࢔࣌ワークࢢࡸループワークなど、直接的なࡸりྲྀりを同⣭生と

⾜えることが大きな่⃭となる࠺ࡼで࠶った。「対面授業は、య育を㝖くと࡯とࢇどない状

態の中で、ロシ࢔ㄒの授業を教室でཷࡅること自య᪂㩭ࡔった」とのኌも上がった。⾪ᧁ的

な཯応としては、「対面授業をしたいとᛮいますがᕼ望しますか」とい࠺㉁ၥに対して、「㟢

ㄒᩥἲㄽ�E」の �年ḟ生の࠶る学生は、「㸯年ḟからオンライン授業しかཷࡅていないので、

オンラインが良いのか、対面が良いのか、比較ができないので、ࢃかりまࢇࡏ。どちらでも

άືሗ࿌㸦ࣟ࢔ࢩㄒ㸧
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良いです」と答え、コロナ禍の深刻さを実感した。一方、学生たちは、長期的なオンライン

教育に適応しながらも、同時に直のコミュニケーションと対面授業への渇望も持っている

実態も明らかになった。�

� 令和４年度も春学期については、&(*/2& は、原則的にオンライン授業を実施することに

なっている。国内的には、� 回目のワクチン接種が始まり、さらに抗ウイルス経口薬の販売・

普及も現実味を帯びている。その意味で、今年の下半期には、多くの授業で対面授業が再開

されることが期待される。�

� 少なくとも今回感染対策のために整備した &$棟 ��� 教室と ��� 教室を令和４年度秋学期

から（状況が好転した場合には春学期の途中から）有効に活用し、&(*/2& 開設の、比較的

少人数の選択自由科目などで対面授業を一部実施していくことが望ましいと考えている。�

� 最後に、���� 年度「学群教育用設備整備等事業」を通じて、大学本部（加藤光保教育担

当副学長、教育推進部、教育デザイン室、教育マネージメント室他）の財政的な支援に対し

て心から感謝申し上げたい。�

�

�

�

&$�����飛沫防止パネル�

�

&$���� 飛沫防止パネル�

�

�

二酸化炭素測定器（据え置き型）�

※��～���SSP はランプ緑色� ����～����SSP は赤色� ����SSP 以上は赤点滅�

�

�

54



௧࿴㸰年度 TOEIC- IP テスト実施⤖ᯝについて（ሗ࿌） 
 

௒年度学⩌ 1 年次対象の TOEIC- IP テストを 1 ᭶ 14 日（ᮌ）から 2� 日（Ỉ）と 1 ᭶

2� 日（ᮌ）から 2 ᭶ 	 日（Ỉ）の 2 ᅇ、オンライン方式で実施しました。 
また、学⩌ 	 年次対象の TOEIC- IP テスト（11 ᭶実施）の未受験者を対象に、㏣加テ

ストを 1 ᭶ 14 日（ᮌ）から 2� 日（Ỉ）にオンライン方式で実施しました。 
 。りሗ࿌いたします࠾の受験⤖ᯝについて、以ୗのとࡑ

 
࠙学⩌ 1 年次対象ࠚ 
 実施日ڦ

ձ௧࿴ 	 年 1 ᭶ 14 日（ᮌ）㹼2� 日（Ỉ） 
 日間 
  ղ௧࿴ 	 年 1 ᭶ 2� 日（ᮌ）㹼2 ᭶ 	 日（Ỉ） 
 日間 
試験会場等  ⮬Ꮿ、学内（CAڦ 棟教室等）、ࡑの௚ 
2�受験対象者ᩘ 2�1ڦ ྡ             （᫖年度 2�1
4 ྡ） 

受験者ᩘ   2�11ڦ ྡ（ձ2���	 ྡ、ղ24 ྡ） （᫖年度 2�1�� ྡ） 

�受験⋡     ��.4㸣（ձڦ.	㸣、ղ4�.
㸣）  （᫖年度 ��.��） 

 ㈨ᩱ（別⣬）ڦ 
  1㸬受験≧ἣについて 
   ࣭௧࿴ 2 年度 学⩌ 1 年次 TOEIC- IP テスト受験≧ἣについて（別⣬ 1） 
  2㸬TOEIC- IP テストス࢔ࢥについて 
   ࣭௧࿴ 2 年度 学⩌ 1 年次 TOEIC- IP テストス࢔ࢥ一ぴ（別⣬ 2-1） 
   ࣭学⩌ 1 年次 TOEIC- IP テストᚓⅬによるேᩘẚ⋡ศᕸ（別⣬ 2-2） 
   ࣭学⩌ 1 年次 TOEIC- IP テストᚓⅬศᕸẚ㍑（別⣬ 2-	） 
 
࠙学⩌ 	 年次対象ࠚ 
 実施日ڦ

ձ௧࿴ 2 年 11 ᭶ 1� 日（ᮌ）㹼2� 日（Ỉ） 
 日間 
ղ௧࿴ 	 年 1 ᭶ 14 日（ᮌ）㹼2� 日（Ỉ） 
 日間 

試験会場等  ⮬Ꮿ、学内（CAڦ 棟教室等）、ࡑの௚ 
2	受験対象者ᩘ 2�2ڦ ྡ            （᫖年度 2�2

 ྡ） 
�受験者ᩘ   2��2ڦ ྡ（ձ1��4� ྡ、ղ
2 ྡ） （᫖年度 1���� ྡ） 

�㸣（ձ�受験⋡     ��.ڦ.	㸣、ղ2�.4㸣） （᫖年度 �1.��） 

 ㈨ᩱ（別⣬）ڦ 
  1㸬受験≧ἣについて 
   ࣭௧࿴ 2 年度 学⩌ 	 年次 TOEIC- IP テスト受験≧ἣについて（別⣬ 	） 
   ࣭学⩌ 	 年次組織別受験⋡の推⛣（ཧ⪃） 
 2㸬TOEIC- IP テストス࢔ࢥについて 

   ࣭௧࿴ 2 年度 学⩌ 	 年次 TOEIC- IP（㏣加）テストス࢔ࢥ一ぴ（別⣬ 4-1） 
   ࣭学⩌ 	 年次 TOEIC- IP テストᚓⅬによるேᩘẚ⋡ศᕸ（別⣬ 4-2） 
   ࣭学⩌ 	 年次 TOEIC- IP テストᚓⅬศᕸ（別⣬ 4-	） 
 

〔報告資料1〕
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¾ Web 掲示による周知に加え、テスト一週間前までに対象学生全員に受験案内メ

ールを送信するなど周知を強化。各教育組織の長にも周知依頼を行った。 
¾ 実施前に推奨環境に適合した PC からの受験が困難な学生や WiFi 環境に不安の

ある学生について調査し、CEGLOC で貸出用 PC を用意し、WiFi 環境の整っ

た CA 棟の教室を受験場所として提供するなどしてサポートを行った。 
¾ 日本へ未入国となっている学生（主に 1 年次）の海外からの受験希望調査を行

い、特別な配慮を TOEIC に依頼し、希望した学生全員が海外から受験できる

ようにした。 
¾ オンライン方式では対応不可能な特別配慮を必要とする学生については、テス

ト期間内にマークシート方式による試験を実施した。 
¾ 過年度の３年次 TOEFL ITP 受験時に休学や留学により、受験の機会を逃した

４年次以上の者、科目等とのひも付けにより、当該テスト受験が必須の 4 年次

以上の者に受験機会を与えた。 
  
 
  

担当：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ 
   企画調整（内線 2422） 
   e-mail: cegloc.ks@un.tsukuba.ac.jp 
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¾ Web 掲示による周知に加え、テスト一週間前までに対象学生全員に受験案内メ

ールを送信するなど周知を強化。各教育組織の長にも周知依頼を行った。 
¾ 実施前に推奨環境に適合した PC からの受験が困難な学生や WiFi 環境に不安の

ある学生について調査し、CEGLOC で貸出用 PC を用意し、WiFi 環境の整っ

た CA 棟の教室を受験場所として提供するなどしてサポートを行った。 
¾ 日本へ未入国となっている学生（主に 1 年次）の海外からの受験希望調査を行

い、特別な配慮を TOEIC に依頼し、希望した学生全員が海外から受験できる

ようにした。 
¾ オンライン方式では対応不可能な特別配慮を必要とする学生については、テス

ト期間内にマークシート方式による試験を実施した。 
¾ 過年度の３年次 TOEFL ITP 受験時に休学や留学により、受験の機会を逃した

４年次以上の者、科目等とのひも付けにより、当該テスト受験が必須の 4 年次

以上の者に受験機会を与えた。 
  
 
  

担当：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ 
   企画調整（内線 2422） 
   e-mail: cegloc.ks@un.tsukuba.ac.jp 

௧࿴３年度 TOEIC® IP テスト実施⤖ᯝについて（ሗ࿌） 

௒年度学⩌ 1 年次対象の TOEIC® IP テストを 4 ᭶ 6 日（ⅆ）に実施しました。 

。りሗ࿌いたします࠾の受験⤖ᯝについて、以ୗのとࡑ

࠙学⩌ 1 年次対象ࠚ 

実施日ڦ ௧࿴ 3 年 4 ᭶ 6 日（ⅆ） 
試験会場等ڦ 学内 全学教室等（་学、ᅗ᝟を㝖ࡃ）

受験対象者ᩘڦ 2,133 ྡ    （᫖年度 2,152 ྡ） 
受験者ᩘڦ 2,121 ྡ      （᫖年度 2,118 ྡ） 
⋠受験ڦ   99.4㸣        （᫖年度 98.4%） 
㈨ᩱ（別⣬）ڦ

1㸬受験≧ἣについて

࣭௧࿴ 3 年度 学⩌ 1 年次 TOEIC® IP テスト受験≧ἣについて（別⣬ 1）
2㸬TOEIC® IP テストス࢔ࢥについて 

࣭௧࿴ 3 年度 学⩌ 1 年次 TOEIC® IP テストス࢔ࢥ一ぴ（別⣬ 2-1）
࣭学⩌ 1 年次 TOEIC® IP テストᚓⅬによるேᩘẚ⋡ศᕸ（別⣬ 2-2）
࣭学⩌ 1 年次 TOEIC® IP テストᚓⅬศᕸẚ㍑（別⣬ 2-3）

担当：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ

企画調整（内線 2422） 

e-mail: cegloc.ks@un.tsukuba.ac.jp

〔報告資料2〕
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ูู⣬⣬��

11䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋᪥᪥度度 令令和和33年年11��1144᪥᪥（（ᮌᮌ））䡚䡚11��2200᪥᪥（（ỈỈ））

令令和和33年年11��2288᪥᪥（（ᮌᮌ））䡚䡚22��33᪥᪥（（ỈỈ））度度（（����IIPPテテ））

22䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋≧≧ἣἣ

学群 学類 全対象者
1月
受験者

欠席者 受験率
追加ﾃｽﾄ
受験者

全受験者 未受験者 受験率

人ᩥ　㢮 121 117 4 96.7% 0 117 4 96.7%

�㍑ᩥ໬　㢮 81 81 0 100.0㻑 - 81 0 100.0㻑

᪥ᮏㄒ䞉᪥ᮏᩥ໬　㢮 44 43 1 97.7% 0 43 1 97.7%

♫఍　㢮 80 76 4 95.0㻑 2 78 2 97.5%

ᅜ㝿総合　㢮 80 80 0 100.0㻑 - 80 0 100.0㻑

ᩍ⫱　㢮 37 37 0 100.0㻑 - 37 0 100.0㻑

ᚰ⌮　㢮 53 52 1 98.1㻑 1 53 0 100.0㻑

㞀ᐖ�　㢮 36 36 0 100.0㻑 - 36 0 100.0㻑

�≀　㢮 79 78 1 98.7㻑 1 79 0 100.0㻑

�≀㈨※　㢮 123 121 2 98.4㻑 2 123 0 100.0㻑

ᆅ⌫　㢮 50 47 3 94.0㻑 1 48 2 96.0㻑

数　㢮 40 39 1 97.5% 1 40 0 100.0㻑

≀⌮　㢮 60 57 3 95.0㻑 0 57 3 95.0㻑

໬　㢮 51 51 0 100.0㻑 - 51 0 100.0㻑

ᛂ⏝⌮ᕤ　㢮 122 119 3 97.5% 2 121 1 99.2㻑

ᕤ　䝅PI䝮　㢮 131 127 4 96.9% 1 128 3 97.7%

♫఍ᕤ　㢮 124 118 7 95.2㻑 4 122 2 98.4㻑

᝟ሗ�　㢮 85 79 6 92.9㻑 1 80 5 94.1㻑

᝟ሗ䝯䝕䜱�๰ᡂ　㢮 53 52 1 98.1㻑 0 52 1 98.1㻑

▱㆑᝟ሗ䞉ᅗ᭩㤋　㢮 104 100 4 96.2㻑 0 100 4 96.2㻑

་　㢮 134 130 4 97.0㻑 3 133 1 99.3㻑

┳ㆤ　㢮 74 71 3 95.9% 2 73 1 98.6㻑

་⒪�　㢮 37 37 0 100.0㻑 - 37 0 100.0㻑

249 247 2 99.2㻑 1 248 1 99.6%

104 98 6 94.2㻑 2 100 4 96.2㻑

2�152 2�093 60 97.3㻑 24 2�117 35 9988..44㻑㻑

　　　　������������������学���گ��、1��、���、��؞��含�。

令令和和22年年年年度度　　学学11年年��度度次次　　TTOOEEIICCOO  IIPPテテ����≧≧ἣἣ䛻䛻䛴䛴䛔䛔䛶䛶

�����対象者��は、�����の者、留学中、休学中の者�含まない。

人ᩥ䞉ᩥ໬　学

♫఍䞉ᅜ㝿　学

人�　学

�࿨⎔ቃ　学

⌮ᕤ　学

᝟ሗ　学

་　学

�⫱ᑓ㛛　学

ⱁ⾡ᑓ㛛　学

合度度計
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11䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋᪥᪥度度 令令和和22年年1111��1199᪥᪥（（ᮌᮌ））䡚䡚1111��2255᪥᪥（（ỈỈ））

令令和和33年年11��1144᪥᪥（（ᮌᮌ））䡚䡚11��2200᪥᪥（（ỈỈ））度度（（����IIPPテテ））

22䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋≧≧ἣἣ �人） 㻨ཧ⪃㻪

学群 学類 全対象者
11月
受験者

欠席者 受験率
追加ﾃｽﾄ
受験者

全受験者 未受験者 受験率
R1

受験率
(TOEFL)

人ᩥ　㢮 122 79 43 64.8㻑 6 85 37 69.7㻑 50.0㻑

�㍑ᩥ໬　㢮 83 72 11 86.7㻑 5 77 6 92.8㻑 69.6㻑

᪥ᮏㄒ䞉᪥ᮏᩥ໬　㢮 40 30 10 75.0㻑 3 33 7 82.5㻑 65.9㻑

♫఍　㢮 91 63 28 69.2㻑 2 65 26 71.4㻑 46.3㻑

ᅜ㝿総合　㢮 77 75 2 97.4㻑 2 77 0 100.0㻑 56.0㻑

ᩍ⫱　㢮 37 36 1 97.3㻑 1 37 0 100.0㻑 100.0㻑

ᚰ⌮　㢮 51 51 0 100.0㻑 - 51 0 100.0㻑 100.0㻑

㞀ᐖ�　㢮 38 34 4 89.5㻑 4 38 0 100.0㻑 100.0㻑

�≀　㢮 80 79 1 98.8㻑 0 79 1 98.8㻑 98.8㻑

�≀㈨※　㢮 133 125 8 94.0㻑 1 126 7 94.7㻑 90.6㻑

ᆅ⌫　㢮 52 45 7 86.5㻑 2 47 5 90.4㻑 94.3㻑

数　㢮 41 27 14 65.9㻑 2 29 12 70.7㻑 46.2㻑

≀⌮　㢮 61 52 9 85.2㻑 3 55 6 90.2㻑 100.0㻑

໬　㢮 51 51 0 100.0㻑 - 51 0 100.0㻑 86.5㻑

ᛂ⏝⌮ᕤ　㢮 132 104 28 78.8㻑 7 111 21 84.1㻑 79.6㻑

ᕤ　䝅PI䝮　㢮 139 100 39 71.9㻑 11 111 28 79.9㻑 44.6㻑

♫఍ᕤ　㢮 124 118 6 95.2㻑 1 119 5 96.0㻑 97.6㻑

᝟ሗ�　㢮 94 88 6 93.6㻑 5 93 1 98.9㻑 92.9㻑

᝟ሗ䝯䝕䜱�๰ᡂ　㢮 64 61 3 95.3㻑 2 63 1 98.4㻑 100.0㻑

▱㆑᝟ሗ䞉ᅗ᭩㤋　㢮 112 108 4 96.4㻑 2 110 2 98.2㻑 94.9㻑

་　㢮 140 137 3 97.9㻑 0 137 3 97.9㻑 100.0㻑

┳ㆤ　㢮 82 82 0 100.0㻑 - 82 0 100.0㻑 100.0㻑

་⒪�　㢮 39 38 1 97.4㻑 0 38 1 97.4㻑 100.0㻑

246 201 45 81.7㻑 7 208 38 84.6㻑 77.6㻑

103 92 11 89.3㻑 6 98 5 95.1㻑 88.0㻑

2�232 1�948 284 87.3㻑 72 2�020 212 9900..55㻑㻑 81.5㻑

　　　　������������������学�������、��1、���、��1��含�

全��者
11月
受験者

追加ﾃｽﾄ
受験者

全受験者 受験率

⛅　ᮇධ　� 8 5 3 8 100.0㻑

4年������� 32 16 11 27 84.4㻑

�����対象者��は、�����の者、�������学��������11月���
　　　　休学中、留学中の者は含まない。

令令和和22年年年年CC　　学学33年年��CC次次　　TTOOEEIICCOO  IIPPテテ����≧≧ἣἣ䛻䛻䛴䛴䛔䛔䛶䛶

人ᩥ䞉ᩥ໬　学

♫఍䞉ᅜ㝿　学

人�　学

�࿨⎔ቃ　学

⌮ᕤ　学

᝟ሗ　学

་　学

�⫱ᑓ㛛　学

ⱁ⾡ᑓ㛛　学

合度度計
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度度度度度度度　　学学33年年��度度⤌⤌⧊⧊����������᥎᥎⛣⛣
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　　学学群群年年����������᥎᥎⛣⛣（（����））
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令和３年度 TOEIC® IP テスト実施結果について（報告） 
 

今年度学群３年次対象の TOEIC® IP テストを令和 3 年 11 月 22 日（月）から 29 日（月）

と令和 4 年 1 月 13 日（木）から 1 月 19 日（水）(追加テスト)の 2 回、オンライン方式で

実施しました。 
その受験結果について、以下のとおり報告いたします。 

 
【学群 3 年次対象】 
■実施日 

①令和 3 年 11 月 22 日（月）～ 29 日（月） 8 日間 
②令和 4 年 1 月 13 日（木）～ 19 日（水） 7 日間 

■試験会場等  自宅、学内（CA 棟教室等）、その他 
■受験対象者数 2,226 名            （昨年度 2,232 名） 
■受験者数   2,127 名（①2,057 名、②70 名） （昨年度 2,020 名） 
■受験率     95.6％（①92.4％、 ②3.2％）  （昨年度 90.5%） 

 ■資料（別紙） 
  1．受験状況について 
   ・令和 3 年度 学群 3 年次 TOEIC® IP テスト受験状況について（別紙 1） 
   ・学群 3 年次組織別受験率の推移（参考） 
 2．TOEIC® IP テストスコアについて 

   ・令和 3 年度 学群 3 年次 TOEIC® IP（追加）テストスコア一覧（別紙 2-1） 
   ・学群 3 年次 TOEIC® IP テスト得点による人数比率分布（別紙 2-2） 
   ・学群 3 年次 TOEIC® IP テスト得点分布（別紙 2-3） 
 
¾ Web 掲示による周知に加え、対象学生全員宛にテスト一週間前までに受験案内 

メールを送信、テスト期間内にもリマインドメールを送信した。テスト最終日

午前中に未受験者に対して最終リマインドメールを送信するなど周知を強化。   
また、各教育組織の長にも周知依頼を行った。 

¾ 実施前に推奨環境に適合した PC からの受験が困難な学生や WiFi 環境に不安の

ある学生について調査し、CEGLOC で貸出用 PC を用意し、WiFi 環境の整っ

た CA 棟の教室を受験場所として提供するなどしてサポートを行った。 
¾ オンライン方式では対応不可能な特別配慮を必要とする学生については、テス

ト期間内にマークシート方式による試験を実施した。 
¾ 過年度の３年次 TOEFL ITP 受験時に休学や留学により、受験の機会を逃した

４年次以上の者、科目等とのひも付けにより、当該テスト受験が必須の 4 年次

以上の者に受験機会を与えた。 
  
  

担当：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育ｾﾝﾀｰ 
   企画調整（内線 2422） 
   e-mail: cegloc.ks@un.tsukuba.ac.jp 

〔報告資料3〕
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��䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋᪥᪥度度 令令和和33年年����������᪥᪥（（��  ））䡚䡚度度����������᪥᪥（（��））

令令和和��年年������33᪥᪥（（ᮌᮌ））䡚䡚度度��������᪥᪥（（ỈỈ））度度（（����IIPPテテ））

��䠊䠊ᐇᐇ᪋᪋≧≧ἣἣ 䍾ཧ⪃䍿

学群 学類 全対象者
11月
受験者

欠席者 受験率
追加ﾃｽﾄ
１月
受験者

全受験者 未受験者 受験率
R2
受験率

人ᩥ　㢮 ��� 105 �� ��㻚�㻑 � ��� �� ��㻚3㻑 ��㻚�㻑

�㍑ᩥ໬　㢮 81 �� 10 ��㻚�㻑 6 �� � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

᪥ᮏㄒ䞉᪥ᮏᩥ໬　㢮 �� �� � ��㻚�㻑 1 �� 1 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

♫఍　㢮 �� �� �� ��㻚�㻑 � �� 18 ��㻚3㻑 ��㻚�㻑

ᅜ㝿�合　㢮 �� 68 � ��㻚�㻑 3 �� � ��㻚�㻑 ���㻚�㻑

ᩍ⫱　㢮 3� 3� � ��㻚�㻑 � 3� 0 ���㻚�㻑 ���㻚�㻑

ᚰ⌮　㢮 51 �� � ��㻚�㻑 � 51 0 ���㻚�㻑 ���㻚�㻑

㞀ᐖ⛉　㢮 3� 3� � ��㻚�㻑 0 3� � ��㻚�㻑 ���㻚�㻑

⏕≀　㢮 �� �� � ��㻚�㻑 � �� � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

⏕≀㈨※　㢮 ��� 115 11 ��㻚3㻑 � ��� � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

ᆅ⌫　㢮 �� 50 � ��㻚�㻑 � �� 0 ���㻚�㻑 ��㻚�㻑

数　㢮 �� 3� � ��㻚�㻑 1 3� 8 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

≀⌮　㢮 �� �� � ��㻚�㻑 � 50 � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

໬　㢮 51 50 1 ��㻚�㻑 0 50 1 ��㻚�㻑 ���㻚�㻑

ᛂ⏝⌮ᕤ　㢮 �3� ��� �� ��㻚�㻑 � ��� 10 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

ᕤ　䝅PI䝮　㢮 �3� �3� 6 ��㻚�㻑 1 �3� 5 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

♫఍ᕤ　㢮 ��� ��� � ��㻚�㻑 3 ��� 1 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

᝟ሗ⛉　㢮 106 ��� � ��㻚�㻑 0 ��� � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

᝟ሗ䝯䝕䜱�๰ᡂ　㢮 �3 61 � ��㻚�㻑 0 61 � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

▱㆑᝟ሗ䞉ᅗ᭩㤋　㢮 ��3 105 8 ��㻚�㻑 5 110 3 ��㻚3㻑 ��㻚�㻑

་　㢮 �3� �3� 1 ��㻚3㻑 0 �3� 1 ��㻚3㻑 ��㻚�㻑

┳ㆤ　㢮 �� �� 0 ���㻚�㻑 0 �� 0 ���㻚�㻑 ���㻚�㻑

་⒪⛉　㢮 3� 3� 0 ���㻚�㻑 0 3� 0 ���㻚�㻑 ��㻚�㻑

��� �3� 11 ��㻚�㻑 � ��� � ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

100 �� 5 ��㻚�㻑 � �� 3 ��㻚�㻑 ��㻚�㻑

����� ����� ��� ��㻚�㻑 �� ����� �� ����㻚㻚��㻑㻑 ����㻚㻚��㻑㻑

【備考】 対象者数には、英語が母語の者、留学中、休学中の者を含まない。

令令和和33年年度度度度　　学学33年年��度度次次　　TTOOEEII  OO  IIPPテテཷྲཱྀ㦂㦂≧≧ἣἣ䛻䛻䛴䛴䛔䛔䛶䛶

人ᩥ䞉ᩥ໬　学

♫఍䞉ᅜ㝿　学

人�　学

⏕࿨⎔ቃ　学

⌮ᕤ　学

᝟ሗ　学

་　学

�⫱ᑓ㛛　学

ⱁ⾡ᑓ㛛　学

合度度計
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（（♫♫఍఍䞉䞉ᅜᅜ㝿㝿　　学学））
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数　

≀⌮

໬　

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1 R 2 R 3

（（⌮⌮ᕤᕤ　　学学(ᕤᕤ)））

ᛂ⌮

ᕤ䝅P

♫ᕤ

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1 R 2 R 3

（（᝟᝟ሗሗ　　学学））

᝟ሗ

䝯䝕䜱�

▱㆑

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1 R 2 R 3

（（་་　　学学））

་　

┳ㆤ

་⒪

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1 R 2 R 3

（（��⫱⫱䞉䞉ⱁⱁ⾡⾡））
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　　学学群群年年��ཷྲཱྀ㦂㦂��䛾䛾᥎᥎⛣⛣（（����））

��

Ꮫ⩌㸱ᖺḟࠉ⤌⧊ูཷ㦂⋡ࡢ᥎⛣ ཧ⪃
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IPテスト 学校データ

【2020年度 国公立】大学専攻・学年別受験者数と平均スコア
※大学内で実施されたIPテスト受験者のうち、「学校（大学）・学歴（1～4年）」・「専攻」マーク欄に記入されたデータを集計

語学・文学系（英語専攻） （計 人） 法学系 （計 人）

平均スコア Listening 361 点 Reading 311 点 Total 672 点 平均スコア Listening 291 点 Reading 250 点 Total 541 点

語学・文学系（英語専攻以外） （計 人） 社会学系 （計 人）

平均スコア Listening 337 点 Reading 294 点 Total 631 点 平均スコア Listening 285 点 Reading 233 点 Total 518 点

国際関係学系 （計 人） 理・工・農学系 （計 人）

平均スコア Listening 343 点 Reading 283 点 Total 626 点 平均スコア Listening 268 点 Reading 221 点 Total 489 点

情報科学系 （計 人） 医・薬学系 （計 人）

平均スコア Listening 264 点 Reading 218 点 Total 482 点 平均スコア Listening 302 点 Reading 263 点 Total 565 点

商学・経済・経営系 （計 人） 教育・教養系 （計 人）

平均スコア Listening 284 点 Reading 238 点 Total 522 点 平均スコア Listening 275 点 Reading 221 点 Total 495 点

ETS, the ETS logo, PROPELL, TOEIC and TOEIC BRIDGE are registered trademarks of
ETS, Princeton, New Jersey, USA, and used in Japan under license. Portions are copyrighted by ETS and used with permission.
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筑波大学 IR ニュースレター: Vol.8
本学の学生に関するデータを可視化し、エビデンスに基づいた教学マネジメントを支援することを目指す非公式ニュースレ
ター. 定期的に発行(周期は未定).

外国語による授業を履修した学生の割合

今回は、外国語による授業の履修について検証しました。本学は文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援事
業において世界レベルの教育研究を行うトップ大学（タイプA）に採択されており、外国語による授業を増やすこ
とを目標としています。外国語による授業とは日本語以外の言語で行う授業のことです。シラバスにおいて、「英
語で授業」「ロシア語で授業」など外国語で授業を行うことが示されている授業のほか、「英語と日本語で対応」
「要望があれば英語で授業」と示されている授業も、外国語による授業としました。英語や第二外国語の授業など
の外国語自体を学ぶ授業であっても、日本語で行われる授業の場合は外国語による授業には含みません。一方、専
門科目の授業であっても、外国語で行われる授業の場合は外国語による授業に含みます。学群の授業全体に占める
外国語による授業は、2013年度は5.5%（409科目）でしたが、2020年度には9.2%（568科目）に増加しています。こ
のように外国語による授業の開講が増える中で、どの程度の学生が外国語による授業を履修しているのでしょう
か？ この問いに答えるべく、2018年度春に学群に入学した学生（2176人。英語プログラムの学生を含む秋入学の
学生は分析に含めない）のデータを用いて、外国語による授業を履修した学生の割合を調べました。

下の図は、入学から各年次の終了時までに外国語による授業を1つでも履修登録したことのある学生の割合を、男
女別に示したものです。各年次に履修登録したかどうかではなく入学から各年次終了時までの累積であるという点
と、履修登録をしたかどうかであり単位を取得したかどうかではない点に注意してください。

この図から次のことがわかります。男女とも、外国語による授業を履修登録する学生の割合は2年次に大きく高ま
ります。女子はどの学年でも男子と比べて外国語による授業を履修登録する割合が高く、特に2年次にその差は拡
大しますが、男子は3年次に履修登録する割合が高まり、3・4年次で男女差は縮小します。4年終了時に外国語によ
る授業の履修登録経験を持つ学生の割合は、女子では53.6%（474人）、男子では45.8%（592人）、男女全体では
49.0%（1066人）です。今後の分析では、外国語による授業の履修授業数の分布、学生の所属学類による履修の特
徴、外国語による授業の履修とTOEICスコアとの関係について、分析を進めていきたいと思います。

出所：SGU 外国語による授業科目データ、TWINS 履修登録データ、KdB 開設科目データ．本分析は2018年度学群
入学生データ（男子1292人、女子884人、計2176人）を用いた．英語プログラムの学生を含む秋入学生、編入学生は
分析に含めなかった.

発行者：筑波大学 教学マネジメント室 IR 発行日: 2022年2月

[ 参考資料１]

※筑波大学教学マネジメント室における教学 IR 活動で試行的分析を行った結果（教学マネジメント室会議で報告された資料を抜粋）
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筑波大学 IR ニュースレター: Vol.7
本学の学生に関するデータを可視化し、エビデンスに基づいた教学マネジメントを支援することを目指す非公式ニュースレ
ター. 定期的に発行(周期は未定).

大学入学後の英語力の変化について

今回は、学群学生の大学入学後の英語力の変化について検証しました。学生は大学入学後、英語力を伸ばしている
でしょうか、それとも低下させているでしょうか？ この問いに答えるべく、この分析では、2018年度に入学した
学群入学生のデータ（調査対象数: 1,904人）を用いて、1年次に受験したTOEFL ITPスコアと3年次に受験した
TOEICスコアの関連性を調べました。
下の図の横軸は、1年次に受験したTOEFL ITPスコアをCEFRレベルに換算したものです。縦軸は、3年次に受験し
たTOEICスコアをCEFRレベルに換算したものです。1年次と3年次に受験した試験が異なるため、CEFRに換算しま
した。CEFR（Common European Framework of Reference for Languages）とは、外国語の学習、教授、評価のための
ヨーロッパ共通参照枠のことで、基礎段階から熟練段階までA1、A2、B1、B2、C1、C2のレベルがあり、TOEFL
ITPとTOEICのスコアはA2からC1に換算できます。1年次・3年次のスコアが共にA2の人は、1番左の列の1番下の
行の円で表しています。円内の数字は人数を、円の大きさは人数の大小を示しており、このカテゴリに該当する人
は571人です。斜めの点線上の円は、1年次と3年次のCEFRレベルが変わらないことを示します。
3年次に1年次よりもレベルが上昇した人は343人で、全体の18%です。一方、3年次に1年次よりもレベルが低下し
た人は341人で、全体の18%です。大学入学後に英語力を上げた人が約2割いる一方、それと同程度の人が英語力を
下げていることが明らかになりました。全体の傾向では、1年次にはB1が最頻値（1015人）ですが、3年次の最頻値
はA2（883人）であり、1年から3年の間に英語力が低下する傾向が見られます。一方で、B2、C1の人数は1年次か
ら3年次の間に増えており、高いレベルの英語力を持つ人も増えています。なお、1年次に受験したけれども3年次
に受験していない人は328人おり、学類ごとの3年次の受験率には差があります。どのような人が英語力を高めた
か、低めたかについて、今後の分析で取り組んでいきたいと思います。

出所：CEGLOC. 本分析は2018年度学群入学生データを用いた.

発行者：筑波大学 教学マネジメント室 IR 発行日: 2021年12月

[ 参考資料２]

※筑波大学教学マネジメント室における教学 IR 活動で試行的分析を行った結果（教学マネジメント室会議で報告された資料を抜粋）
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